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序

福岡市には豊かな自然と先人によって育まれた歴史が残されています。これらを保護

するとともに、活用し未来に伝えていくことは、現在に生きる我々の重要な務めです．

しかし、近年の著しい都市化により、その一部が失われつつあることもまた事実です。

福岡市教育委員会では、開発に伴いやむを得ず失われていく埋蔵文化財について、事

前に発掘調査を実施し、記録保存に努めています魯

本書は、平成17年度に実施したビル建設に伴う博多遺跡群第158．次調査の成果を報告

するものです。博多遺跡群は、古代か66中世を通じて、中国・朝鮮半島との貿易で繁栄

した都市遺跡です。古くからアジアの拠点都市としての役割も果たしてきました。

本書が文化財保護への理解と認識を深める一助とな堅1　また研究資料として括用いた

だければ幸いです。

最後に、発掘調査から本書の刊行まで、多くの方々のご理解とご協力を賜りました事

に対しまして、心からの意を遺します°

平成20年2月31日

福田同市載青委員丑

載育長　一由日日．硲嗣



言

1．本書は福岡市教育委員会が博多区店屋町666番1，666番2，667番，68番におけるビル建設に伴い、発掘

調査を実施した博多遺跡群第158次調査の報告書である。

2．本書に掲載した遺構実測図の作成は星野恵美、名取さつきが行った．

2．本書に掲載した遺物棄翻l図の作成は名取さつき、遠藤茜、楠瀬慶太、星野が行った。

4．本書に掲載した遺楠．遺物写真の撮影は星野が持った。

5．本書に掲載した挿図の製図は星野が持った。

6．本書で用時た方位は磁北で、真北より6°21′　西偏する。

7・遺構の呼称は竪穴住居跡を5：、井戸をSE、番をSD、土坑をSK、ピットをSPと略号化した。

8．本書で記述する輸入陶磁器の分類、説明については以下の文献を参考とした。

太宰府市教育委員会『太宰府県坊跡ⅩⅤ－陶磁器分類編－』（太宰府市の文化財路用集）2000年

S．遺物番号は通し番号とし、挿図と図版の遺物番号は一致する。

10．本書の鋳造関連遺物・金属器・ガラスの保存科学的分析は福岡市埋蔵文化財センタ1比佐陽一

郎、銅銭の保存処理を片多雅樹が持った。

11本書に関わる記録．遺物等は福岡市埋蔵文化財センターに保管される予定であ説

12．本書の執筆は何編を除仕丁星野が行った。

1乱　何編として確蔵文化財第1課屋山洋による獣骨、埋蔵文化財センター比佐による堵塙類の報告

を掲載している。

14．本書の編集は星野が行った。

遺跡調査番号 05664 遺つ許　略　号 HK T －158

地　　　　 番 博多区店屋町668番1，郎番2，即番，68番 分布地国番号　 千代博多 胡

開　発　 面　 積 55 1．01㎡ 調査対象面積 221．日㎡ 調　 査　 面　 積　　　 231．6㎡

調　 査）掬．間 平成 18年 1月16 日～ 2 月17日
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Ⅰ．はじめに

1．調査に至る経緯
2005年8月30田、スエヒロ産業株式会社より、福岡市教育書員蛮埋蔵文化財課に博多区店．屋町66

番1月6番2，67番一668番（敷地面積：551．01㎡）におけるピル建設掟伴う埋蔵文化財事前審査中講書が提

出された。これ恵受けて埋蔵文化財課では、20・05年10－月27日確認調査麿持った。その結果、古代・

中世の遺構と遺物を確認した。その後、両者で協議を行った結果、建物建築部舟の321．6㎡を対象と

して記録保存のための発掘調査を実施することとなった。博多遺跡群第158次調査は2006年1月26

日から3月17日まで行った番

21調査の組織

調査委託：スエヒロ産業株式会社

調査主体：福岡市教育委員会文化財部埴歳文化財諜亡項l埋蔵文化財第1課）

調査紐賠：埋蔵文化財課長亡現埋蔵文化財第1濡長　山口譲結

同課調査第2締長〔現埋蔵文化財等1裸調査係長つ　池崎譲二（前任）米倉秀紀〔現任）

調査庶務：文化財整備課管理係亡現文化財管理の管理係）鈴木由善

事前審査：埋蔵文化財藻草前審査係長（現埋蔵文化財第1番事前審査蹄81歯石哲也（繭佐ユ

吉留番敬（軌田

岡偉く現埋威文化財第1許草前審査係〕主任文化財主事吉留秀敏（前任〕宮井苦朗．（現任）

阿藤（現埋議文化財第1番事前審査係〕文化財重幸本田詰二郎（前任）上角智希〔現任）

割査担当：埋蔵文化財課調査第2係（現埋蔵文化財第1課＝）文イヒ財重幸星野恵美

調査作業：石構テル子　近藤澄江　村田敬一下　浦伸英　長野産一　本細浦手　一関哲也　等田絹代

宗像正勝　中村桂子　徳山孝志　遠山勲　原膿旛　黒木三千男　更級成人　片岡博

■清まりチ　芹川津予

察理作業：加葉和．干　山本良子　樋田三恵子　木本惑判子　小畑美紀

調査・整埋協力：埋蔵文化財センター　比佐陽一郎　片多雅樹

発掘調査から朝一告書作成に至あまでスエヒロ産業株式垂社をはじめとして、多数の関係書の横様に

は多夫なご埋館とご協力を撮りまして、ここに謝意を表します．
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Ⅱ・遺跡の立地と環境

博多遺跡群は地理的にみると、博多湾に画した砂丘剤の上に立地している。西を博多川、束を石堂

川に、筒は那珂川に挽れ込む旧比鹿川に挟まれ．地理的にも親立した一角をなしていた心　この砂丘は

縄文梅進以降に形成されたもので、3つの砂丘刑からなり、内陸側の2つの砂丘は「博多親玉、博多

湾腑の砂丘は「息蹟」と呼ばれている。年回の調査地点は「博多楓」の北側に位置する。

博多は古来より対外交渉の拠点として発展してきた町である．その中心は海岸顔の後退や人工的な

干拓によって、「博多濱」から「息恵」へと妃がつていったことが、発掘調査等により確認書れている．

「博多濱」では在自式土器が包含層から出土しており、この頃から丸々の痕跡がうかがえる。弥生時

代中期になると竪穴住居跡や甕棺墓などが営酷軋　古墳時代前期には方形周溝墓、中期には前方後円

墳も迫られている。一方、これらの時期のものは「息濱」では確認されていない。「息酷」で確屈－さ

れている遺構は古く遡つても11世紀である。鎌倉時代の12世紀後半、2度にわたる元恵で、博多の

街は焼かれ、「息輯」には元窺防塁が築かれる。発掘調査では焼土眉が多く見られ、その．つとLT

l≡椙2年の鎮西採増襲撃が挙げられる。この乱の朝出王の恩賞として太産貞宗が建武政権から「息濱」

1博多遺跡群　2吉塚遺跡群　3屋粕遺跡群　4苦境祝町過跡群　66吉塚本町遺跡群　66箱崎遺跡

Fi監1　博多遺跡群佗置図（1／25．00印
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田島2　－博多遺跡群内調査区位置図（1／8－削側
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を与えられている．その後、1348年、室町幕府は博多を官有所怒≡に指定し、九州の在地勢カを抑え、

1371年、今田了億が鎮西按癌として赴任する。しかし、13：95年、了俊は館任され、渋川腑輸一　義倭

父子が撰遍となる。栄子は1420年朝鮮使節を迎えるにあたって、市街整備を行い、博多の道路を整

備する。しかし、鎮西探癌も長府きせず、1429年までに「息演」は再び太友氏の支配となる。太友

氏は「息濱」を拠点に、朝鮮との貿易を積極的に繰り広げ、真東な利益を得る汎　博多の入港公享に

関する権利は筑前守護台の大内氏が持っていた。そのためこの権利を選って、太東氏と太内氏は度々

対立し、1532年、戦火．を交え、太内題が「息濱」を奪っている。「息痕」は勘合貿易によって太き

な利瓶を産み出す地域であったため、戦国時代になると諸太名の争奪の的となる。当時の博多は商人

達による自治都市が形成され．繁栄を極廟でいたと伝えられる．しかし、度重なる戦火の未、15呂6

年立花城を攻め轟でねた島津氏が博多の町を焼き払ってしまう。この博多の町が復興するのは、翌年

の豊臣秀吉による九州軌の多であ説博多商人の神屋宗堪、島井宗垂らの手によって新しい町割りが

作られる凪17世紀初めとは『見境」と「博多清」を隔てていた湿地が埋め立てられ、博多は近世都市

として誕生する。

年回の調査地点の周辺では発掘調査が既に行われている。これらの調査から本調査地点周辺の遺構

の郡司が7世紀後半であることが確認されている。弥生時代．古墳時代都頭の遺物は出土しているが、

その時期の遺構は検出書れていない。8世紀には集蕗が営まれ、竪穴住居跡、井戸、土坑が検出書れ

てい竜骨11世紀儲半までは遺構敦としては減少．気味であるが、録軸陶器や越州窯惑背痛などの遺物の

出土土は卓越したものがある。そして、再び11匝紀礫半から遺構は急増する。今回の調査では8世紀

中頃から後半、12世紀から近†酎＝いたる遺構を検出している。遺物としては、弥生時代中期のものが

恩も古い・これまでの調査成果と太差ないものとなっている．
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Ⅲ．調査の記録

1．調査の方法と経過
調査に先行して、事業主による矢板設置と現地表面よ0発掘調査開始面（GL－200皿宙胴酎　までの

鵡取りを行った。表土鋤取りによる廃土は場外搬出を行っている。また、申請地捌ま4倍建てのピル

が存在しておt1－　この基礎抗を撤去すると遺構を破壊するた軌　抗を抜き取らずに調査を行うことと

なった。現地表面は積商約5」Ⅲを謝る。試掘の結果、調査区の南側は既存のビルのため、GL－

21〔胞前後まで撹乱されていた。建物のない箇所でもGLー210m前後まで　近世以降の規乱層であっ

たた軋　発掘調査はGL－21馳風下を対象とした。砂丘面までは20－－30皿程度の包含層が部分的に残

る程度であったため、基本的に遺構面は砂丘地山面での1両の調査であった。

まず、南西佃野4の発掘調査を行事、その廃土を北東側の1／4に仮置きし、溜まった段階で、場外

搬出を行った．南西側の調査を終了した後1度土置場として倭用していた北東側1／4の調査へと移った．

予定建物床面積は26鼠566㎡であったが、実際の調査対象面積は付帯工事範囲を含んだ881。66㎡であった串

2－調査の概要

本調査地点は博多遺跡群を構成する3割の砂丘のうち、中央の砂丘に位置し、「博多潰」の北緑に

立地する。北伽の酪4日．61次調査では砂丘は北側へ育ちており、第40次調査では12世紀接半、第61

次調査では13陛紀前律に磁地を人為的に埋廟立てて生活を営んでいる。本調査区とこれらの調査区の

間で、砂丘の急激な落ちが存在すると患われる。

本調査区は既存建物により地山付近まで太書く破壊書才lていた。遺構検出面（砂丘地山面）まで、

重機による鋤取りをおこなったた軋　土眉図は採っていない。地山直上まで　現代・近世による撹乱

であった缶　北東側の第28次調査では博満も2・一説1mまで8両、第43次調査－では積商鼠66～2・8mまで4

面の調香を行っている。南西側の第126次調査では標高且66～2．8mまで3面、第85次調査では標高42

～3．0mまで5面の調査を行つ－ている。このように周辺の調査区では遺楠の遺存状況が良好であった

ため、時代毎に3～5両の調査を行っている．しかし、本調査区では、ピル建設等によって、上面が

破壊され、地山面での1面の調査であった．時代毎に上面で掘削できるものが、最下層（地山面）1

両での調査となL　すべての時期を1面で榛憫することとなった。そのため遺構は重複して宙の、切

り合いが複雑なものとなってしまった。遺構検出画は砂丘上面にあたる1帯高的．乱0mの黄褐色砂崩

で行った尋

換出した遺構は且に奈良時代の8世紀中頃から硬半、中世・近世の12世紀か616世紀の井戸∴諷

土坑、柱衆である。遺物では、弥生時代中期の甕の鹿部片が最も占いが、これに伴う時期の遺構は検

出していない。8世紀代の遺構は調香区北東側に集中して番田、北西側では遺物は出土するが、遺構

は確認できなかった。廃棄土琉2基、土坑、抜穴を検出した。廃棄土坑のうち1基は磁冶炉であ凱

ウマ・ウシの頭部を含む獣骨がまとまって出土したさ廃棄土坑からは多耳の頚息輸土師器とともに、

鍛冶に伴う鍛造剥片．粒状梓．焼津、製塩土器、重幸土器が出土している。また、他の土坑、包含月

中か引ま、この時紺の錮製造に関連する瑠璃類が岡土する。9世紀になると遺構は榛出されず、旗艦

確認されるのは12世紀になってからである。まず、土坑が検出され、12世紀中頃から硬半になって

井戸・構＝も確認できるようになる。遺物では、12世紀前半の土坑からガラスの小玉とともに未製品中

盤瞭晶が出土してお札近くに工房があったことがうか部頓Jh－　この土坑からは五線銭も出土している。

14世紀になると遺構は減少惇向にあり、その傾向は近世にいたるまで続く。

－　5　－
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3．遺構と遺物

1〕中世．近世の遺構と遺物

（1）井戸

SE1°24　貯i見る　Ph．4）　調査区の中央北西壁面で検出した．撞臣1本のみの検出で、井紺は調査

区外へと運び愚。撮り方は円形を呈してお筆1現存で東西方向が2月mi深さ約2．0mを捌Ⅰる。真跡と

西佃Ⅰに段を持ち1中央部が深くなる。礫土は灰色轡と黄褐色砂が層状に堆積する。

出土遺物〔F乱射　1・2は回転糸切り底の土師著書の小皿である。口径はともに軋4cmを謝り、

外鹿部に坂槙圧痕を宥する。：＝ま須恵質土器の椀の鹿部片で、外鹿部は回転糸切りである。4は白磁

碗Ⅷ額の鹿部片であるe　他に瓦質土器の韓、格子目・縄目叩きを有する瓦、滑石片、鉄の、鉄器が出

土する。井戸の時期は13世紀後半以降と考えられる。

SE10円貯撮　　PL封　調査区の西側南東壁で検出した．近世の井戸で　直径軒60lmの円形の

井脚が、2．5m以上隠ぼ直線的に延びる。標高約0．5mで湧水したためそれ以上掘削できなかった。

出土遺物（Fi風7）　20－21は手持ちの砥石片である。2　は部分的に敲打痕がみられる。重吉は

20が1日5．458、21が5乱射官である㍉旭に肥前系陶磁器、鎮津、砥石片が出土する。

SE1882　CFi磁石　PIL5・月日　調査区の西側南東壁で取出した書　簡紺を現代の撹乱で壊掴け1－南

東側は調査区外へと延びる。平面プランは円形を呈し、東西方向約乱0m、南北2・0m以上を謝る。井

側は南西寄りに取り付けられ、懐楠1．8m付近から直径別トの旭の橋の形の井側を確認した。高さ

P114　SEl024（南東か封

40皿を測るが．太茸等は確認できなかったの臆面の標高

は1・nnを調川、防水はしない。

出土遺物（Fi多円　5は口径乱配㎡を執る土師器の小

皿である。外鹿部は回転糸切りで、板状庄痕を有する。

6は瓦器物の口鹿部片で、休部は直線的に延び、口臨部

でやや内湾する。口鹿部は横方向のナデ、休部内外面は

雑な磨きで調整される。Tは白磁碗Ⅵ12b類で休部外

面下半は露胎である・8は岡安窯轟青磁皿の底部片である．

9～12は龍展窯轟育感で、Sは碗Ⅰ－ia穀、1別ま碗Ⅰ

12鰯、11は髄Ⅰ－4b撃、12は碗I－4番類である。

井戸の時期は13世紀前半と考えられる書

′

／　　　　　　　　　　1

中　　　　　　　　坤

則包5　SElの24喪蜘回tl／4郎および田土遺物実測図（1／割
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Ph15　SEi〔汀2・1082．1083（北西か引

Ph6　SEiD呂2井紺検出状況（北西から〕

Ph17　SEl亡娼　井刺検出状況（北から〕

SEl朋泊（Fj凰6　Ph．5・円　調査区の西側南東壁に位眉．し、SEl082の掘り方床面で擦出した細

密腐乱1m付近から直径約6～聞皿の楕円形の井側を確認した。深さは約1．1mを甜杭　縦方向に走る

本質を検出した。井側には桶を用いており－　遺存状況は惑いが・高さ20mほど残る。底面の標高は

1105mを甜ロ、温水はしなかった。

出土遺物　F多目　1割は回転多切り底の土師番の町であ説　口径は15．66巳皿を測る。14一一1即ま白磁

である。14は皿Ⅶーあ㌫15は碗Ⅵ－1牽i・1即ま碗Ⅳ類である．17～1別ま中国の陶磁器であ説17

は無軸．陶器の担鉢の口線番軒であ説　胎土は白色砂粒を多重に普8、番面は茶褐色を呈する。18は磁

器の田隷部片である。口隷部はL字形をなし、口綾部下位に1条の放線が巡る。胎土は白色砂粒を少

量含み、色調は灰色を呈する。灰緑色を帯びた白色和かかか杭　内面に鎮絵を有する。Ⅰ別ま輸器の盤

である。黒色粒を含む灰色の胎土に化粧土が－施吉れる。感胎都の色盲耶ま褐色を呈し、口撮部は一部化

粧土多拭きとる。体部内面にはオリ一プ灰色の軸がかけられる．時期は12世紀後半と考えられる。

正1225（F虹8　Ph8．割　調査区の北東側で繰出した。北胤を近世のSKl023に削平される．

－　9　－
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F虹7　SE1072．1関・10183．出土遺物乗務，図（1摺・1／4）

掘方は約1．6mの円形を呈する。井腑は中や北東市田こ据えられ、標高1．25m付近で　幅12皿南棟、博

吉約1．0mの坂村20物：を用いた本橋が高さ40日前まど遺存していた。本橋の煙は約那加である。底面の標

高は0．8mを撫四、番水はしなかった。

田土遺物　押Ⅰ多妻＝　22・2割ま回転糸切り底の土師器あ」、皿である。復元U径は22が乳2吼　23が

乱6mを軋る．23の外鹿部は板状庄嶺を有するe24は瓦蕃椀の口操部片で、端部は強く外反するの　内

外．面ともに経た磨きで調整される申　25の蘭留の□鹿部片で∴端部は外反する・灰色の胎十に灰緑色の

粕がかかる。26～28は白磁である。2即は皿XI一66顔、27．28はⅤ鰯である0　2別ま岡安窯系音億の

小椀で、休部中位で内湾し、口操部は緩やかに外反するe　内面にはへラ状の擁文具で文様を施す。休

部外面下半隙磁附である／閲は龍泉窯系青磁皿I－2磁であ説　21は中国陶器の盤の庭一路計であ説

黒色、白色砂粒を含んだ灰色の胎土で、露地部分の色調は栂色～腋栂色である。内面は朕オリーブ色

－10－
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一．．）ナ－　1

、出．；／
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、　　　l l＋

－

戸こ

一二一ミ：：－l

23（井明内上囁0

一二■二二っ子
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ロ

口　　　　　　　　、肋¶　2日中層0

FhS SE1225井の検出状況（南西から）

F垣．8　SE1225実測図tl／40）および出土遺物実測図（1／2．1／亜
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の軸が施され、鉄絵を有．する。22は滑石石本を転用した書膝である。百番の外面にあたる部分には煤

が付着する。また、内面にあたる部分に横方向・斜方向の講を宥する。横方向の講は分割する骸の擦

り切り痕とも考えられる。上苫田こは饉6．0Ⅱ皿前後の穿孔を両面から施す。高さ4．8m　厚さ2．0征、幅

2．3m、軍書は80．円官である∴閑は滑石の碩石である・石明庖用の可能性もあるが、煤の付着はみら

れない。祇面として利用された部分は4面遺存し、撫痕も残る。現存で長さ218m　厚さ2．肋軋　一幅

鼠8皿．重さは呂乱2祖である。34は石確である。砂岩製で、雑に整形されている。直径は2．2叫前後を

調川、葺書は10．71gである．25．366は瓦である。35は瓦質の平瓦で、灰色を呈する・凸面には斜格

子の叩きを施し、凹面には磁かい布目が洩る。26は土師賢の鬼瓦で、橙色を呈する。凸面は横方向の

ナデを施し、凹面には細かい布目が預る。群は混入品の土師罪の坤である番　内外画には丁寧な横方向

の磨きが施される。他に越州窯番青磁、粘土塊、鎮釘が出土し、12世紀後半と考えられる・

SE1226（F撮S Phiの～120　調査区の東側北西壁で検田した。北西側は調査区外へ延び、西側

をSE12901東側をSE1247に削平される魯　掘方は南北方向が現存長鼠0m、東西方向が鼠2mを割の、

平面プランは楕円形を呈する。井側はほぼ中東に抱えられ、鱈商乱85m付近で　直径酎加の井側を廊

認した。願高1．7m付近で　石が集中して検出され、そこから約25正一下で未楠を確認した。幅1加前後、

厚さ約2．0mの板材21億－を用いた太樽が高さ42旺ほど遺存していた。木精の径は約m皿である。底面の

積商は0．9mを測り、横水はしなかった。

出土遺物（Fi息9・10－）　38は中国陶器の壷である。遺存状況は悪く、図上で復元した。底径は

17．4軋　現存高は酎摘血憩謝る。肩部に搾形耳を有し　日録部は外方向に開き、磯部は欠損する。休

部上位には粘土を貼り付け、龍の文様が立体的につくられる面　龍の下には凹線で波を措く。波は部分

的に途切れるが、上は2桑を1単位、下は2桑を1雌性とする．胎土は黒色粒、白色砂粒を含み、灰

色を呈する。言録郡内面から休部外面は化粧土が施．されて怒り、露的部の色調は有色である。休部内

面は灰オTJ一一プ色を呈するb　濃緑色の軸．が外面は休部下草までかけられ、下半では厚く垂れる．内面

は口隷部中位までかけられ、下半は榛方向に帯状に塗布される。鍋～42は土師器である。39．4Oは

回転糸切り底の小Ⅲで）瓢底部に板状庄應庖有する。U嘩：は3！摘確．0m40が8．6mを測る。41・4割ま

回転糸切り底の坤で、42は板状庄痕を有する。口径は41が12／4四、42が14・0mを測る．43は丸底坪で、

口径は13．8cmを執り、内面は研磨で調整する。井鮒内からの出土であるが、混入と患われる。44は須

恵耳土器の鉢である°45叫5割ま白磁である。45は皿で　見込みとは段を肯する。466は皿Ⅲ－1類で

ある547は小壷の鹿部片で、内鹿部は施紺古ね、外面は鹿部付近まで軸がかかる。48は碗Ⅶ－b類、

4別ま碗Ⅳ頼、50は磁明酷　51は腕で見込み部分は粕が施されず、感胎部分は研磨されているようで、

い－．J戸

／√

詔誉∵滑らかである。52－52は壷で5割ま縦方向に沈線が施
、－、

され、青みを帯びた軸がかかる．54・55は岡安窯番肯

一一∴■■・
．11

Ph．iO SE1226日，北西から）

錨碗、で、54は碗Ⅰ－ic転である．56～58は龍鬼窯系青

磁である。5別ま皿Ⅰ－2亡舘、57はI一2b瀕L　5割且腕

の鹿部片で、見込み鹿は「金玉番堂』の印文を有宵－6．

59～64は中国陶器であるや　副田660は盤の底．餌片で、胎

土は黒色撮．白色砂瞳を含み、灰色を呈する。内面にオ

リーブ灰色の軸がかかり1鎮総が施される。61は盤の口

綾部片で　外面には化粧七の囁きれる部囁扮的に拭き取り、

瘡胎部分は物色に発色する。内面と一部外面に灰オリ出

プ色の軸がかかり、口縁部上面は拭き取る．また、口隷

－12－
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Phli SE122伝播血肉石検出状況亡画か封　　Ph12　SE1226井側墳出状況（北西から0

郡上画には胎上目が残る。62・668ほ壷の臼崩：部片で、黄褐色の軸が濾軸されるも　664は壷の鹿部片で

砂粒を少量含む橙色の胎土に灰緑色の軸がかかる。665は土錘で1用を欠損する。凄さは7脳蛤であ説

描・師は混入品である。66酎ま須恵器の坪蓋で、天井部外面1／2に回転へラ削り調整を行う。即は土

師器の坪で、外面は横方向の研磨、内面は横．斜方向の刷．毛目調整を行ったのも、暗文を－施す番　地に
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PhiS SE124官　C北西から）

Ph14　SE1247井側検出状況（西から）

滑石片、俵辞が出土する昏　井戸の時期は13世毒己前．半と考えられるや

SE1247〔F撮li Ph．13・14〕　調査区の東側北西堂面で榛田した。北西側は調査区外へ延び、西

側をSK112糊こ削平される。掘カは直径2．0m以上の円形の平面プランを呈すると考えられる。掘麿の

北東側壁面は標高1．5m付近まで磁磁紺でああ汎　その－下は緩やかな傾斜で底面に姑たる。産土の違い

から標高1．7m付近で　直径柑皿の真のを確認した。その30m下から木桶を膣崩した。高書は就加を測

るが、遺存状祝は良好ではない。底面の積商は札9Inを測り、湧水はしなかった．

出土遺物　肝ig・12）　668～71は土師暑番である。66且は丸底師で、口径は15．6亡Ⅲを謝る。内面にコテ

当て痕が窺手1平滑に仕上げる。外面は部分的に措押さえが残る汎　粗いナデを施す。66別ま回転糸切

り底の坪で　外底部に板状庄癖麿有する8　701．71は椀で、内外面ともに研磨調整を施す。72′－74は

瓦番組であ軋　72．7割ま内外面に輸いへラ磨きが施書才lる。74は構菓型瓦搬椀で、見込みには連結

輪状文が研磨で描かれ　低い逆台形の高台が付く。75は蘭軸鞠器の皿．で　口縁端部が強く外反する。

砂粒を含む灰色の胞土に濃緑色の軸がかかる∴閥は製塩土器の口操部片で、内面には細かい布目が預る．

77磁石硯で、砂岩．梨である。畦面は浅く窪む8　78～85は白磁であるⅡ　7酎嵐mⅥ－2番、7削ま皿Ⅷ－

1且軌　告別ま皿Ⅷ動、81は口構部が外反し、輪臆、内面忠は縦白地線を宥する皿である。82は小癖で

休部は丸みをもって立ち上が凱　口緑部は強く外反する．綿花を有する．8割ま碗Ⅴ－1己．粗－　84は碗

Ⅴ－2類、85は碗Ⅳ類である。86～9別ま中国の陶番である。86は天目茶碗で、醗色の胎土に黒色軸

がかか軋　口撮端部は掲色に発色する。87は壷の口縁細片で、灰色の胎土に掲軸と派オリ一プ色の粕

がかかる8　88は韓で．底部を欠損する書体部は丸みをもち．口操部は肥厚させ、「／1」の字形に外側

－15－
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F垣．12　SE1247出土遺物実測図（1／2．1／朝

に開く。胎土は白色砂粒ああ凱　色調は橙灰色を呈する。内面全体と休部外面下草にかけて光沢のあ

る暗茶褐色の軸がかかる面　口隷部付近は横方向に軸を拭き取り、轟胎苫酎ま暗赤褐色を早耳．る番　田綾部

内面には目跡が残る。89－90は盤の鹿部片で、8g－は橙色、90は灰色の胎土である。ともに、内面に

灰オリ1プ色の粕がかかり、鏡盤を肯する。91は磁器のU編：部片で　u一線部隠し事状を呈するⅡ灰色

の船上に内外画に東オ1」－プ色の軸がかかり、内面に錬絵を有する．他に滑石石韻片1点、焼津4点、

銅辞、散骨が出土する。井戸．の時期は12世紀中頃と考えられる．
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PILl66　SE1277井側検出状況（南西から〕

U gT（上層）
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＼一一一　一一一一一一一一1

－

S8亡上題）

諸芸拍（井煽内下題0

Fi恩18　SE1277実軌国〔1／4朗　および出土遺物実測図　tl／3）

SE1277　肝塩．12　Ph15．1副　調査床の中東北西壁面で検出した。北西側は調査民外へ番坑　西

側はSEl024、東側はSE12別封こ酎平される．掘方の平面プランは南西側のコ一ナ－から二古形に近事

形と思われる。井側は西寄りに取り付けられ、標高iAm付近から画径75亡Ⅲの未桶を確認した。幅12皿

両棲、厚さ約0．5皿、現存で板粛11枚を確試した。高さは660皿を測る。標高0・8mまで掘削したが、土

砂崩壊のたぬ、深甚を確認できなかった。

出土遺物（F撮1割　92i軸95は土師器である。92叫94は回転糸切り底で、外鹿部に板状圧痕を宥

する。92・92は小皿で口庫は乱6皿、g・4mである。95は回転へラ切り底の坤で、口径は12．2の、器高

鼠血腫の説　口隷端部は凹状に窪むの　96は楠菓型の真色土着旨確である。内外面に密な研磨調整を施し、

田隷内面の端部付近に沈毅を巡らす。師は瓦器物で、内外面に粗な磨きを施す。98・昏訓は白磁で、

g別ま碗Ⅳ程）鱒は楠で醇であ説100は越州塞番青磁椀の鹿部片である．他に中国陶器片．・珠挿4点

が出土する。塩入品がみち才16が、井戸の時期は12世紀中頃から後半と考えるオ1る．

－17－



l

＼さ一一．

－

Eと＝＝二っ1糾

‾囲 由
巧已ヨ　和6

1b：嗣

Fi多14　SE1289－出土遺物実鼎図（1／30

SE1289（Fi鼠4　Phi郎　調査区の南実測で検出し

た°　掘方は一辺約2、7mの隣丸方形を呈し、井腑をあざ

中央に据える。井側は瓦を用いる。井戸瓦は厚さ2・ア肌

幅2加帽の川、真書は不明であるⅡ　蹄高0．5mで番水し

たた軋　それ以上掘削できなかった。

出土遺物（Fi磁14　Ph・1円　101は肥前轟陶磁器の

磁であ説102は青磁の鹿部片で、精良な灰色の脇士に

オリ出プ色の粗が厚くかかる。内面には草花文が描かれ、

高台内には胎土日が罷る。10割ま朝・鮮時代の硬質白磁：で

ある。見込みには胎土日が残る。104．105は樹であ説 ガ喜

104は陶硯で　方形を呈するが、底面は円形である。　　　Ph18　SE128g（北西から）

10　は貫岩梨である。ともに囁面には皐が残る。10別ま紺粒砂岩の手持ち砥石であるe　他に鉄蹄が多

く出土する。また、哺乳類の骨で作られた櫛（付編1－877）が出土する。

SE12g。肝1815　Ph．iS．2即　調査区の東側北西堂面で換出した。西伽をSE12円、南側を

SKll耶艦削平される8西鮒の掘方は鮭やかな博多で掘削されており1井明へ至る．標周126m付近で

直径668四の掘り込みあ確認した．その内部には轄1知前後、厚さ的12のの坂村22枚を用いた木綿が高

書閂加腹ど遺存していた0番柿の径は約665虻である。底面の標高はnTmを謝り、講水はしない。

出土遺物（Fig．1封　107は回転糸切り底の土師罪の小皿で　外底部には板状庄痕を有する。日佐

は乱6mを測る。1〔矧は白磁1mm類、1耶旧周密窯轟青磁紺であ説110は中国陶器の底甜片で、高台

畳付は蛇ノ日状に削り出される．掲色瞳、白色粒を含む紫灰色の胎土に朕緑色勅が全面施軸される。

畳付と外瞳部内には胎土日が残る。111は瓦玉である。両面ともに摩滅する肌　凸面はナデ一　凹面に

は細かい布目が残る。重さほ乳208：である．112は粘板岩製の手持ち砥石である。画面にはわずかで

ある弧　線痕が洩る。重さは6666．92gである。1131は瓦質の平瓦であ説田津沌呈し、凸面は織目叩き

を施した後、部分側にナデで調整する。凹面には梱かい布目が残る．他に揖石片、毅醇、羽田が出土

－18－
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F垣．155E12gD実利図〔1／40〕およ．び出土遺物実測図（1／3・1／4）
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－1；

威し∴
Ph19－　SE12gロ（南東から〕 PIL2D SE12細井脚放出状況（南東から〕

する。井戸の時期は13世紀前半と考えられる。

（2）溝

S010．5°　肝i鼠166　Ph．21〕　調査区の南西側で検出した。南瓜mま調音区外へ延び、同方向に走る

SD1195と現代の撹乱に柳平される。現存長4．5m、悔約1．mmを剖Ⅲ1－南北方向田－28。－W）に

走る・断面は逆台形走塁し1深さは12軸17ああ掛る／請の底面は北西肺こ段をもつが、ほぼ平盟である．

－lgl－
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1灰色蔵一脈土亡一円計の酸化靡け　－瑠四割

2　灰色翁賃土鳩肌龍宮は一　任障町

』袖色瀞一一山一ト

4　8≡色l基質土に鍵丑錮少量8人

8蝉m色シルトに廉色絵ぎ上柵債に脇入

。宋義色シルトと入色絵嘱1の題眈

7度地車士・来車色シルト

1什1
l　周　一　　．・

一一二二等蜜：。ぎ

1°四、　　　　　　0 1（貯n

∃頭）

F撮16　SDl050．10卵．王120，liTgl．11郎・1195112166実測図（1／4朗　および出土遺物実測囲　rl摺．1／亜
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Ph22　SDl097・1120（北西から1

Ph．24　SD12166（北東から〕

荏土は灰色土を五体とし、本が流れた痕跡はうかがえない。

出土遺物　肝i臥16）114は回転糸切り底の土師器の小皿である．口径は10媚町を測る。115は須

宜器の胴部片である。小豆色の胎土で、色調は灰色を呈する。1166は龍見窯凛青磁碗Ⅳ転、117は瓦

官土器の鉢である。他に鉄棒が出土する。溝の時胸はⅰ5世紀硬半と考えられる。

SEHのgT（Fi風166　Ph22）　調査区の中央、北西t財で検出した。西側は現代の撹乱、東側は

SKl19酎こ削平される。現存最4．0m、幅約1・0mを軋杭　東西方向（Ⅳ－53－1E）に走る。断面は逆

台形を呈し、深さは軋0～140血を軋る。溝の底面は真跡が－療低く撮ってま用、約4血血深くなる。覆

土は灰色土瞳主体とし、水の蹄的た痕跡ほうかが見ない。

出土遺物（Fig，1郎　11削ま回転糸切り底の土師器の坤であ説　田無は1日，8cmを測る。11酎ま白磁

皿で　外鹿部の軸は痩書取る。ⅰ2机ま白磁小碗で、内面には花文が細線で描かれる。121は土師質土

著書の鉢、122は瓦質土器の風炉である。時期は14～15世紀と考えら郭．るe

SD112°（Fig16　Ph．22）　調査区の南西側L Sの10即の南側に位置する。東側は多数の土坑に削

甲される。現存長49m、幅約0．9mを測り、東西方向　払ト牒㌘　一E）に走る0　講は直線個に太66ず、

やや弧を描く思　断面は逆宙形状を呈上、探盲は13の～17．馳皿を謝る。請の底面は西紺にやや傾斜する．

環士は灰色粘質土を主体とするの

出土遺物肝虹1即　12ご毒は回転多切り底の土師浩の小町であ凱　口径は鼠0皿を翻る。124は白磁

皿Ⅵ類、12．5は白磁碗畢許であ説126．127は中国陶器で、126は黄灰色～灰緑色の称、127は褐軸

がかかる。128は土俵で　20．70gを量る．以上の出土遺物から溝の時用は12世紀後半と考えられる．
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F撮17　SDii削）11gl5・12166出土遺物実謝回〔1／2．1／4O

S01179〔Fig11郎　調査区の南西側、SB10即の北側に経本する・上部をSK1266了等の士坑に削平

されており、底面部分のみ遺存する状況である。長さ2．8m、幅約75mを漸聖1東西方向（N一朝．ゥ

富）に走る。断面は「U」宇状を呈し、深さは18ね3伽Ⅱを測る。牌の底面は東側にやや悟斜す－6．礫

土は叢抱色砂に灰祖色土がプロッタ状に混入する。

出土遺物〔F撮1郎　12gは回転糸切り底の土師器の小皿である。復元u径は8．4亡mを軋る。13日

は構菓型瓦静隙であ説121－vlS別孟白磁で131は皿Ⅷ－1書類1132．123．13別ま碗Ⅳ類、134は

XI11敵であ説1866～12椙は陶器で、12帽は天目茶碗、12汀は灰線色の軸がかかの、口縁部内面に

脇士臥硝あ説13割ま無軸陶磁の醇であ説13g田14日は瓦質の平瓦と丸瓦で　凸面はナデで調整し、

凹面には布目が残る番地忠ウマの歯が出土し、時期は12世紀後半から13世紀前半と考えられる。

SDl相。肝ig．166　Ph・2割　調査区の中央、北西壁で検出した。北側は調査区外へ延び一　南顧恨

SKii組に酎甲される。現存長は1．5mである。幅は約1．日皿を測り、南北方向帥－2『－輔）に走る。

断面は逆台形を呈し　深さは25一V40皿を測る。番の底面は南西佃Ⅰにやや樺倒．している。覆土は灰色啓

勇士を主体とする．

田土遺物肝虹17）141は明代の白磁で　多角坪である。142叫144は白薗碗Ⅴ類、145は岡安実

弟青磁碗Ⅰ－1軒であ説1466．V148は鞠罪で146は帯磁臥147は内面に灰オ11品プ色、14割ま化

粧土を施した撞、灰オリ戸プ色の軸がかけられる。1491は瓦質の平瓦で　凸面は親日叩きを施し、凹

面には瀾かい布目が残る。他に回転糸切り底の土師器が田土する・時期は15世紀後半と考えられる．
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F毒見18　SK102瑚軸植田1／40l）および出土遺物実期固　く1掴．1／朝

501195押砲，16）　韻査区の南西側で規出した。南側は調査区外へ延びる。現雇堰抱のm　一組耶血

を測り、南北方向　田－28。－WO　に太る。断面は「U」宇杜を呈し、深さは別加を測る・溝の底面

は南側に傾斜する。覆土は上層に灰掲色砂質土が堆積し、その下は詰掲色砂質土と灰色砂が細かな重

層を呈する。

出土遺物〔Fi且17〕150は朝鮮時代の白磁であ説1661．152は施軸陶藷の碗の口隷部片であ説

151は白色撮．黒色瞳を含む胎土に灰オリーブ色の軸がかかる。152は粘性を帯びた胎土に次オ1」一

プ色の粕がかかる。153は白磁皿で　外面にヘラで毒弁が措かれる。154は岡安窯轟青磁腕、155は

岡安窯系青磁皿ⅠⅠ2b醇であ説156は賄菜型の瓦凄腕の口撮部片である．他に釘が2点出土する・

講の時期は古いものが多く混入するが、16世紀と考えられる。

SD1216貯i払166　Ph24）　調査床の中央部に位置する。南西佃Ⅰは現代の揮乱、北東側隠士坑に削

平される．北側を太る581個　とほぼ並行しており、501個　との聞醇は4・汀Ⅰを甜る。項存真説0m、

幅約80皿を測り、東西方向tN≡S34・ヨE）に康は1一断面はrU」書状を呈し、深さは配腑であ説

請の底面は北東脚に傾斜す－る．覆土は粘質土、シルト、砂が水平堆積し　上層には炭化物が混入する．
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Ph266　SKlo30（西から〕

また、3．4崩からは白磁等が出土可－るが、出　からは須恵器の多の出土であるため、2本の請が切

り合っている可線性軋ああ

出土遺物　肝撮17）157は回転糸切り底の土師器の小皿である。158は白磁磁ⅵ駄15gは施粕

陶器の田綾部片である．白色砂粒を多く含む灰色の胎土に化粧土が講書れ6．田綾部上面には員目が

残る．160は士踵で、魂割ま．4鴨：を量る蜃161は瓦窯の平瓦で　凸面は細目叩きを施した撞、部分的

にナデで調整する。田面紅組樹か枯布目が洩る廿溝の時期は13世紀後半と考えられる。

（3）土坑

割く1022貯撮．18　Ph．25〕　調音区の西側北西壁面に佗置する曹北側は調車区外へ延びる。平面プ

ランは円形畳屋し、東西方向の径は2．15m、深さ80のを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は灰色二土、

黄褐色砂を主体とし、2層と3屑に瞭隆土が薄く堆積する書　また、66層は炭化物と焼土を多民に青む．

土崩からは士師溺軸多く出土する。

出土遺物　肝Ig．18）1662～173は回転糸切り底の土師番であ凱1662叫168は小皿で　U径は7泊

～．乱66ロ確測り、162．1663．167は外底部に板状庄癖＝患有する魯164は灰捏色、他は明澄色を呈する．

166∈ト173は師で、口径は12．2・U13－1cmを測り、外鹿部に板状圧痕を有し、橙色～唄橙色を呈する．

174は自由皿で　外面には箆押艦組輸飾あ説175は中国輸器の壷の口縁部片である。小豆色の胎土

に灰褐色の軸がかかる。口縁部上面には目跡が残る。17削ま瓦質土器の擢蹄である書　以上の田土遺物

から士坑の時期は13－世紀中頃から後半と考えられる．

SK用就田卸虹19　Ph2即　調査区の西側に位置し、西腑を一部他の土坑に削平される。平面プラ

ンは楕円形を呈し．長のま52皿一　姫怪47皿、深さ25皿を測る。底面は臆ぼ平坦である。覆土は灰色土

を主体とする。中層からは土師暑番の坪と皿が出土するの

田土遺物　CF］岳1酎　177叫17別ま回転輸切り底の土師器の坪である。口径は12．あー1且2巳凪を測る．

胎土には金雲母1赤褐色撮、白色砂粒を含み、1円旭明橙色．他は橙色を呈する。他に青磁片が出土し、

13世紀中頃と考えられる．SK1031と時期に曲．齢が出るため切り合いを聞違えた可能性が大きい。

跳1。21肝i息2日　Ph27．28〕　調査区の西側に位置し、一部他の土坑に削平される。平面プラ

ンは円形を呈し、直径は1．55mを紺愚書深さは660．～85面で、底面は西側瀬『塘酎あくなっている。覆土

は灰色土を主体とし、炭化物が少量出土するゎ　土師番が太童に投棄書れており、完形品も見られる申

遺物は北東側上肢から南西側－下位に出土する状配がうかがえる。

出土遺物〔Fi磁20．21Ph．2郎　180～21割ま回転糸切り底の小皿である。口径に比して底怪が

小書く、品書があり、鹿部と休部の境が明瞭なもの〔180軸18割　と前者に比べて底径が大きく、低
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F撮22SKm45実測図（1／4研

iモー工、．’

いもの　亡188～212）に分類できる。前書は口軽7．0も

7．4皿、底径も9～5、55m　高書1．65～1月5mを測る。183

～185の色調は淡橙色を皇し、胎土は精良で少且の赤褐

色粒．金雲母多含み、岩壁は薄抽㍉他は橙色を里心、胎

土に白色砂撮、赤掲色虹、太量の壷雲母を含む。1呂2～

185以－外の外底部には－板状圧痕が踊るe後者は口番7．15

も8．軌Ⅲ　底穫5．0～7・ic田、高書0．8～115皿を謝る申　鹿部

と俸瓢の瞳は不明廟なものが多く、器形も歪むものが多い。

また、休部は鹿部からそのまま外方へ引書延ばしたもの

と休部中位でわずかに内湾するものがある。胎士には白

色砂粒、赤福色虹、金雲母を含み、色調は明趨：色、趨：色

を呈する．199．210．212の外鹿部には板状庄痕が環る．

212の外鹿部には重幸が残る。214は土製品で、1瓢Ⅲの

穿孔を宥する。215は北架代の窮鼠「景徳元甕」砲儲年：

1帥5年12166は北末代の射銭1「元堂遠賀」（剖疎年：

1078年）であ1　217～23：66は回転糸切り底の土師器の

坪であ説　218～223．22g．232一一224は外鹿部に板状

圧痕が美68　225は未墾の坪で、日佐Ⅰも6m－　底謹

誓．r一「鴨10血、高書乱鋤を測る。他は口酎1．g～122m底
．†ギ　一一一．

1紐宮一七．！．（

径7．2一一9．1皿、高さ225叫鼠2皿を測る。胎土には白色砂粒、

赤掲色艶．金薯母を含み、色調は明橙色～捏色を呈する．

2≡月別ま比較の精良な胎土で、鹿部中央に焼成前の穿孔を

もつ。231は田鹿都内外面に煤が付着し、灯明皿として

単一．使用する0286は俸部外面に墨書を有する。237～240、－．．．ヽ　．

は白磁で、2錨．2　割ま碗Ⅳ類、22Ⅲは蹄Ⅵ観、240は

PI1－31SKl掴5遺物出土状況（酉から〕

碗Ⅷ－1泡である°　241．242は龍泉窯惑青磁鰯、242

は岡安窯番帯磁隙であ説　244・245は陶器で　244は

無軸毒の底部片、245は盤の鹿部片で　内面には鉄縁を

描く。246は瓦貿土器の火禽で、外面には菊文がスタン

プされる。247は底質土器の鉢の鹿部片である。24削ま

瓦堰で、頚いナデで粛草書れる。24のは粘土塊で、ス廿

を多く混入する。牽引は138．配腺である。以上の出土遺

物から土坑の時期は14世紀と考えられる。

SK10礪（Fi磁22　Ph一別）31）　調査区の西樹に位

置する。平面プランは楕円形を呈し、昆径は2．07m、短

径1．667mを謝る。多さ53mを測軋　北東鮒と由真似に段

をもつ良　橿土は灰色土、灰色辞を主体と宵－6．中世から

邸滑、土師藷、白磁が出土する。

出土遺物　亡F撮2割　25〔l叫25割ま回転へラ切り庭の

土師器の小皿で、外鹿部に板状庄痕を有する。口苺酎ま

－27－
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Fi岳23－　SK1045出土遺物実測図（1／胡

乱0・一致3皿を謝る魯　254．－25割ま土師罪の坤で　日佐は15．0～15月皿を珊6°　外鹿部は254．－257が回

転へラ切り、2668は回転糸切りで　264．256．257には板状圧痕が認められる．259・2660は瓦編椀で、

内面は粗い磨きで調整する。2661は青日雇の皿で、見込みにはへラで文様が描かれる。262－－26666は

白磁で　282叫264は碗Ⅳ－1且類、265は碗Ⅴ－2a憩、26別ま碗Ⅴ類であ66。267．－2鵬は越州窯番

醇磁鍋で、2668，26glはⅢ静であ1　270は階器の壷の鹿部片で、黒色砂粒を含む灰色の胎上に灰オ

．リープ色の粗酢軌あ説　271は太型の釘で、良さ15品Ⅲを卸る．他に獣骨が出土する．遺構の時期は

出土遺物から12世紀前半と考えられる。

－28－



讃≡
L
、

、

＼

、・　＼一一

rこ．．

く二一．＼＼

二i．工上
．一一一1「一一ニー一一

、、－．、、、．、、一

一，＿　一一‥一㌔‥一一∴一一／　一一一一

．一、

も　〒コ一
．一㌧Ⅱ．　　㎡′

l　一l

由　　　　　　　　　　　　　　1『簡
一　　　　　　　　　　　　　一　一一一　　一，－　＿　　一一　．

画　一㊥　画一　画

缶
281

280

日

＝⊂＝＝＝＝E e

l，　盟9

∴’、し－．．／

喧）輔－輔辞l局
哩l　皿
2糾　　　　285

環2　　　2の

－

．産竿毎　二〒∃二項
二ご二：二っ一志　－‡＝＝一石．

2聞　　　　2且丁

甘　口澗コ田
．再臨2　0　　　　恕『出－

F撮24SKl0鴫6実珊固　持唱00　および出土遺物．実測図　ri／8．1／1）

一芋i言二

運－き蛋白一一1－弓書誌ニー書一一一匪≡－＿一一一挙
Ph22　SKl046（酉から〕

盟（10466（F由24　Ph．32．3割

ランは楕円形を呈し、長径は15m、

土は灰色土、胱色砂を主体とする。

出土遺物押転－24　巻頭図版）

Ph．83　SK1046遺物－出土状祝〔酉か引

禍査厚の西側に位置し、東紺を現代の揺乱に和平される。平面プ

短径1���ｸ;�68/�ｨH.��Hｫ��C�ﾘ/�ｻ�ﾘ��(h匯YH*ｩ�8*ﾘﾄX-��),�

ガ吉美玉、．ガラ罠片が西伽に集中して出土するの

272は回転へラ切り底の土師罪の坪で．口径は15の皿を珊愚息　273

～2閥は白磁で、2m・2閥は碗Ⅳ類、274は碗Ⅴ－2b転、275は皿Ⅵ－l b静であ説　277は陶番

の壷の頸部片で、砂粒を含んだ旗色の脇士に、灰オリーブ色の軸がかかるが、熱を受け、紬がとんで

いる。278は五錬儀である。帝が進んでおり、文字は不評財であ説279～2舶櫨がラ見瓢財であ説

－2gl－
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且隅鶉邑土・景色幹（農化鞠・景土少量混入1

2灰僧．粘東上一束最の酔鷺上（屈化鞠多量龍入0

8がl土ヒ責鼻邑醇七顔色土2人

瑠明鎗色碍

5畿色瀞．上は色シ井上

6虚色上一言色紺上に畿上、良化鮒曇乱入

7茂嶋色醇車上－灰色士に燐土鼻上巳握、入－

8糞嶋色野ヒ撤去少m慌入

9顔色上・柵色細lE鰯土．廉化槍少量長大

周贋色土は贅布告騨・醜土超人

11貴鴇色碍毘土

1彗柵艶膠賃土，ニ灰色土乱入

I∃貴畿色坤に旗色土五入

14灰色鮎fi

Fi825　SKi胱氾．11°5実測図（1／4の・1／3巾および出土遺物実掬回（1潤

m34　SK1105（南か削

麗色1．早遷明証の鞘F，1主■脆互もの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駕一幅．．烏lこり　のみ在任Ⅰに．．足し亡分析

禦馳剛■料の耶瀾旧居．ジ別／ビデオマイタロ入コープを援用

Tdb・1　ガラス製品一覧表

ガラス玉、未製貼．柴粗品　板状のガラス製品の小片がみられる（Tahl多配土地に節悪質の格子

目叩きを有する瓦、獣骨、魚骨が出－上する。土坑の時期は12世紀翻半と考えられる。
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Fi多26　SK1112・11266実測図

－　l　一一一一．

－・

甲　　　　　2甲 。　　　　　　5廿、1

二・　一．一一一一一二±

〔1／40・1／3の）および出土遺物実測図（1／3・1／11

富田0柑肝虹郎　調査区の西側に位置し、東側を

SI〕11g－Sに削平される。平面プランは楕円形を呈し－　長

～　謹1．92m、短径1．0m．深さTEEのを測る．土層から南側

劃

を一都、新たに掘削している状況がうかがえ、そこには

焼土が大量に堆積する。底面は船底槙を呈し、脱色枯質

土が辞（溜まる。

出土遺物　CFi磁25）　294は南蛮＝窯蔵書囁椀で、外面

．一一一．、も／彗

には細か抽縦の榔日文を宥する。295は白磁碗Ⅶ一4

類であるe他に回転糸切り底の土師掛∴記矧乱　白磁碗

Ⅴ類が出土し、時期は12世紀後半と考えられる。

Ph．25　SKl1266摘東から0　　　　sK11臨醇撮25　咄　調査区の中央に位置する．
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Fig27　SKil謂実測図（1／ヰ由　および出土遺物一案報国　61／唱）

平面プランは楕円形を呈し、長径は40印、短径82m、深古12ロmを測る．内部には石が入るが、敷いて

いる状況ではな時。石に混入して、細目叩きを音する須恵質の平瓦、陶器片が出土するが、他に遺物

がなく時期は本町であ説

駅1112伊虹266〕　調査区の中東に位置し　北側をSK1柑劉＝削平きれる。平面プランは円形を畢し、

の．径1．2m、深さⅰ．05mを触る。底面は昆踵40恥　恕径20mの小さな楕円形を呈する，凛土は灰色土を

主体とする。

出－上遺物　貯i風2郎　翔　は回転へラ切り底の土師器の坪であ説　口嘩：は12相田を測る。壷雲母を

含み、橙色を呈する。内面はⅠ．寧なナデ、外面は描押さえで調整される。2酎唱楠薫型の瓦器椀で、

内面は函な線状の研輸外剛まやや軋な磨きが施される°2g別ま緑粕陶器の鹿部片である。灰白色の

胎土に明恵色の称が全面にかかる。29馴ま製塩上暑書の小片で、内面に細．かい布目が焦る・諏0は白磁

皿Ⅳ頼、301は白磁小鰯の鹿部片、鋼　は越州窯轟音儲碗Ⅲ憩であ説　3朋旧石球で、鼠書は17．27g

を量る。他に縄目叩きを有する瓦片、滑石片が田土する。時期は12世紀前半と考えられる。

舗11266　伊．王軋266　Ph251　調査区の西側に位眉：し、一部他の上坑に削平される。平面プランは楕

円形を呈し、品種7－3㎡、短径68m、深さ26皿多測る。底面は船底状を呈する．散在した状況で土師譲

が田土する。また、銅銭が北齢に集中して5枚出土ずる°

出土遺物l（Fi8266）　80－4′一別帽は回転糸切り底の土師器である。80－4．軸凱略は小皿で、言嘩－は66．5

～8加口を蜘Ⅰる骨207も309－は坪で　口醇は12・1～12．8mを漁四、207・2日別ま外鹿部に坂槙圧痕を有する。

31日は入内系の坪で、休部はラッパ状に闇（。U径は1激痛の憧Ⅱ胎土は精良で、金雲母を含み、色

調は橙色を呈する・811は白磁椀の底部片．で、外鹿部に昂書があるが、判読できない魯　飢2は寵泉窯

系青磁碗Ⅰ－6a熟、313は瓦貿土器の鉢である串　214～318は北宋代の湘儀で、錆著した状況で出土

した。314は「天聖元青」〔細菌年：1023年131割ま「脛申元普」瞞蘭年：1鵬8年1316・317は「元

壊遺棄」（紺蹄年：1耶8年L　31別ま　r轟召聖元賓」（袖蹄年：1開4年　である書　31馴ま弥生土器の鹿部

片で、混入と考えられる．池に輸占片、羽．口、鉄斎辛が出土し、14世紀前半と考えられる・

卦∈1123CF王g．270　調査区の西軌こ位置し、一部他の土坑に削平される。平面プランは円滑を呈し、

直径は125m、頭書配血多測る。断面は逆台滞麿呈し、底面は平坦である適　確土は灰色土、灰褐色シ

ルトを主体とする。

出土遺物　肝拉2アユ　226，・221は回転輸切り底の土師器である。220－は小皿で　口径8．6の、821

は坤で　口径1乱2皿を鼎66　222は陶罪の埠で　啓∃粒を含んだ－褐色の胎土に灰緑色の軸がかかる．

223－は白磁碗Ⅴ類である．他に細目叩きを有する瓦苦の瓦が出土し、時期は18世紀前半と考えられる串

－82－
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Fi乱28SK1143実調個‖1摺0〕および出土遺物実諷国〔1／3・1／40

SK114：）貯旭．28　Ph．3郎　調査区の中東南側に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径

1．17m、桓層－10m、深さ24Ⅶを謝る。断面は逆帝形を呈し、底面は平坦である書　緩土は東色土多主体

とし、炭化物が少量含まれる。一　十師器が太量に投棄されており、完形晶も見られる。

出土遺物（F撮2郎　824・－242は回転糸切り底の土師器で、外鹿部に板状圧痕を肯する。824一一

器　は小皿で、口軽は8．3～1012m多測臥し直許から休部は大きく外側に開くe　色調は灰橙色～橙色を

呈する．338～242は坪で、口径は14．7～16．66のnを測る。8鍋の休部ま内頼気味に開くが、他は太きく

外側に開く。色調は拉色一明橙色を呈する。342は瓦質土器の片口の捨鉢で　すり日は5桑を一単位

とする。344は白磁碗Ⅳ類、345は白磁禍の鹿部片で、底苦闘孟小さく、外底苫田ま多隙であ説　見込み

にはへラで文様を措く告　2466ほ同蛮＝窯系青磁小暁と思われ、見込みの軸は輪状に削られる．247は岡

－33－
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Fig29－　SKl174．1178．1181実測図　tI招0．1／4朗　および出土遺物．架測回　Cl／2）

安窯番青磁皿I－2C類である。他に粗暴窯番青磁片、

白磁碗Ⅳ．Ⅴ類が出土する。以上の出土遺物から土坑の

時期は12世紀後半と考えられる。

『　SK1174（F多29　Ph訂　　調査区の西側に位眉：し、

．・一束側と北伽を他の遺構に削平される中平面プランは円形
t　を呈し、直径は朗肋／深書出血雇測る。南東側に獣骨等

出咄土するが、他に遺物がなく時期は不明であるe篠土
－　は灰褐色砂質土でああ

Ph27　SK1174遺物出土状況（南か引

SK11開田肝撮－2別　調査区の西脚に位置し、束佃を

他の土坑に削平される。平面プランは楕円形を呈し、長

径は1．0m、顛穫0．7m、深さ47皿を測る薗底面はほぼ平

坦である。超土は灰色土を主体とする。

出土遺物　押i昆2郎　248．84gは回転糸切り底の土師器の小皿で、口径は乱1亡皿、諷2のを測るe　胎

土に金雲母・赤褐色粒を含み、色調は明橙色を呈するの　350は白磁碗Ⅳ類、351は龍泉窯惑青磁皿、

252は青磁の小碗で、田象細は文書（屈曲する。休部外面は縦方向にへラで胞文する。他に織目叩き

を有する瓦片．滑石片が出土する。土坑の時期は12世紀中頃と考見られる°

駅116－1押ig．2酎　調査区の西瓜銅こ位置し、北側を現代の撹乱、南側をSK1045に削平される。平

面プランは楕円形を呈し、長径は畠の十α皿、盤僅削肋）深さ別臆を蘭番。底面はあざ平坦である。確

土は灰褐色勒質土を主体とする。

出土遺物（Fi鼠29）　358は回転へラ切の庭の土師器の小皿で、口径は且0町を謝るb　愈雲母、甘色

砂粒を含み、明橙色雇呈する。354は白磁碗Ⅴ－2麹である。355は土錘で、重さは8．668gである°以

上の出土遺物から土坑の時期は12遺紀中頃と考えられる。

SKl柑2　Fig諏　　調査区の西側に．位置し、SD1050に削平きれる．平面プランは楕円形を呈し、

一書4－
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Ⅰ－L一一一一一一一一一．・258

・　一　　一　一

Ph．3品　SKligg（北東から0

門番31SKli拍実調囲（1／40）および出土遺物実測国（1摺．1／40

長径1．2十αⅢ、短径2．0m、深さ測皿を測る。底面はほぼ平坦で、種土は掘掲色土を主体とする。

出土遺物　fF海部0　巻頭図版〕　256は白磁皿Ⅷ－2b類・257は板状のガラス製品で、不透明な青

色を呈する。いずれも破面であり、わずかに弧を描1　凹面には焼き腫れがみられる。分析では珪番、

－35－
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Pk39　SK120－0〔東から）

カルシウム、鉛、調が検出されるカリウム

鮨ガラス（Tab．1参照）である。他に回転

多切り底の土師器、白磁碗Ⅳ．Ⅴ願が田土

し、土坑の時期は12世紀後半と考えられる．

Ll一　　　SK－11gの押i鼠81Ph．3割　調査区の中

F撮32　SK120－0実測図（1／20）　　　　　　　虫に位置する。平面プランは長方辞置屋し、

長辺は22m、短径1．82m、深さ1月mを謝る．断面は逆台形を呈し、底面はほぼ平坦である良覆土は

灰褐色土、痍色土を主体とするの

出土遺物（Fig121）　258は回転多切り底の土師器の坤で　口径は12．2皿を翻る°　25g侶瓦質土器

の火書である。860－・26融ま朝鮮時代の醒器である。360は紺青酔器の蘭で　内面には牡線を巡らし、

刷毛で白化粧を施す。861は鹿部片で、粘性を帯びた小豆色の胎土で　内外面の色調は光沢のある灰

色畳呈する。他に滑石片4点、砂岩製の砥石がⅰ点出土する°　時期は15－～166世紀と考えあ紆説

SK12。0〔F壇．32　P1L3割　調査直の中央に位置し　一部他の土坑に削宰される。平面プランは楕

円形を皇し、真書は2・2m、恒径1目45m、深さ60印1を謝る。底面昧船底状を呈する。礫土は灰色上を主

体とし、炭化物が混入する。土師器が大童に出土し、完倍品もみち才lる。遺物が浮いた状況になるこ

とから、掘り込み面は、約20血Eからと思われる。

出土遺物（開扉暗）：派2・㌔272；は回転糸切り底の土師暑書の小皿で、867、270．－373は外底部に板

横：圧痕を宥する。口径は7．66～8．6mを掬EL　口径に比して底径が小さく、体部は鹿部から大きく外に

開く。胎土は金雲母、赤褐色粒ああ臥　色調は370・371が明橙色、他は橙色を呈する。374は隷粕

陶器の鹿部片で、砂粒を含んだ次橙色の胎土に淡編色の軸を全面に施湘－する。3766～387は回転糸切

り底の土師器の坤で、275．378月282．383・386は外鹿部に板状圧痕を有する。375は深みがあり、

甘さは3．7仁mを紺6°胎土に金雲母麿多く含み、色調は橙色庖呈する。376～387はU径11月～132血

を謝り、小皿同様、休部が鹿部から大きく外に開く告　胎土は金雲母、赤褐色粒を含み、色調は橙色を

呈する。3朗叫392は白磁で、388．38gは碗Ⅳ穀、39別ま碗Ⅴ頼、391は小番、392は皿である。

293・394は陶器である°　封相は盤の日録部片で　内外面に化粧土が施され、内面に灰オリーブ色の

軸がかかる。調速は壷の口綾部片で1砂粒麿多く含んだ東色の胎土に栴軸がかかる。開削ま瓦質土著書

の鉢である。2966は土錘で、166．01gを量る中　調　は瓦質の平瓦で、凸面は絢目叩きの後、強いナデで

調整する。凹面はわずかに布目が残酔1ナデで仕上げる。398．叫402は北宋代の銅銭である。鍋島～

－36－
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Fi833SK1200出土遺物実測回tl／2．1／4．1／出

400は3枚鯖著した状況で出土した。398は「酎道元貴」欄鏑年：1023年L　29gは「元祐通貴」（細

蹄年：10闘牛）、400－は「崇寧通文一」（前額年：1102年1、401は「治平元賛」〔初蹄年：1064年L

－87－



⊆≡丑≡≡監『＝」』

一一m＝顎
月

485

＼－．…＝こ芸

＼ヾ車∴㍉　こ
し＝一一一41：恰

軸1

Fi多24SK12〔）1実測図（1／4mおよび出土遺物実軋回　Ci／割

402は「紹聖元音」（観鋳年：1m4年）である。他に滑石小片、離骨が出土し、土坑の時期は13世紀

後半と考えられる。

SK1201肝撮・錮　　調査区の中央に位置し、一部他の土坑に削平される。平面プランは楕円形を

呈し、長径は1．8十αm、鬼窪1．4mを測る。北東側に段を有し、深さ660mを細る昏底面は平坦である．

覆土は灰色土を文体とし、炭化物が少量混入する。

出土遺物　仁F迦・2朝一　‘現時．朝旭は回転糸切り底の土師器の小皿と坪である・4日別ま瓦辟椀、4066は

土師器の坪で　田鹿部内面には放線が巡り、体躯内面には斜方向に暗文状の唐音多施す。407は白威

風Ⅲ類である。土杭の時期は14世願明と考えられる。

駈1214（F垣．35　Ph40．410　調査区の中央に位置し、一部他の上坑や撹乱に削平登れる。平面

プラン磁やや歪な長方僧を呈し、長辺は2．4m、麺．辺2．0m、深さ30相を細．る。底面は平週である。西

側隅に満吉約呂．0皿ほどの組土を取出した°土眉から5層より上層は再掘削詮の堆積の蘭胎酪帆あ説

また、3層の灰黒色粘質土は縦方向に入っており、板状のものが立てられていた状況が考えられる．

療土はシルト、砂を主体とL）粘貿土や焼土が層状に堆積する。炭化物は少量出土する・

出土遺物　昨晩35）　40別ま白磁碗Ⅴ類、40割ま白磁碗Ⅳ軒である。410は陶器の盤で、鹿部内面

に灰黄色の軸がかけられ、鉄絵が措かれる。胎土は真色艶、白色砂粒を含む．他に回転糸切り底の土

師器、石球が出土し、土坑の時期は12世紀後半と考えら才lる。
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】D醒絶包シ風下－こ紺色培土と畦土少塵船人
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F撮ヨ66SK1217実甜図　Ci／40〕および田土遺物実測図（1ノ嘲

S絶1215貯撮25　Ph42・42〕　潔査区の東側に位置する。

覆土はSK1214に類似し、同じ性質の土坑であると患われるe

不整形な平面プランを呈しており、南北方向の幅1．5m、東

西方向の幅165mを謝る。東側に段を宥し、津別ま4Smを謝る。

－叫仁、断面は逆告辞を呈し、底面は平埋である．1・2屑は再掘削

牒抑堆積とみられる。

多

4三

一
Ph．44　SK1217（北東か封

底面は東師吉向に長い楕円形を呈する。

出土遺物IFi82封　411．412は回転糸切り底の土師器

の小皿と坪で　411は外底菅田こ板状庄痕を有する。復元口径

は乱2c旧、128mを謝る。41割ま白磁皿1414は白磁碗Ⅳ類、

415は育白磁の皿である。4ⅰ酎ま龍泉窯届書廊碗、417は同

家黒番青磁梶である魯　他に瓦質土器の多軸首出土し、土坑の時

期は12世紀後半と考えられる。

S拭1217（Fi風36　Pt14朝　調査区の中央に位置し、平面

プランは円胤　直径は1．7mを掛る。深さは1．45mで轟軋

礫土は脱化物僅少豊吉多、灰色上、腐構色髄質土を主体とする。

出土遺物（Fi83郎　41あ、42郡ま回転へラ切り底の土師器の小皿で）外鹿部に板状圧痕査有する．

ロ礫は呂．6～乱3mを渕臥　色調は41呂が灰橙色、他は橙色を呈する。全て胎土に金雲母を含み、41割ま

赤褐色粒も多く含む。421・42割ま瓦詩碑で、やや粗な磨きで蘭解する。422は内面にコテ当て痕が

残る。423．－425は白磁碗拝観である。426は無軸陶器の告の田綾部片、427は施轍陶器の盤の底部片

で内面に灰錆色の粕がかかる。他に赫粕陶器が肌土する°土坑の時期は12世紀中頃と考えられる°

討（1220肝多那　　調査区の中東に位置し、東側と西側を現代の撹乱に削平垂れる。平面プラン

－の－
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F壇．37SK122哨細潤＝1畑0〕および出土遺物実測図（1／3・1／20

は隅丸方形を呈すると考えられ、南北方向の幅3・166m1東西方向の暗22土馴机．深層1．46mを測る．

北側に段を宙し、底面はほぼ平坦である．礫土は灰掲色砂寅土を主体とし、わずかに炭化物を含む．

ガラス玉が1点出土する。

出土遺物　好転訓，巻頭国旗〕　42番軸434は回転糸切り底の土師編で、428．431・432は外鹿部

に板状圧痕を者する。428～431は小皿で、口径は7・昏～乱蝕Ⅶを翻仲、色盲耶ま42削押掛磁色、42腑が灰

橙色、他は橙色を呈する。432叫434は坪で　日佐は11．4～12．恕沌儒囲、色欄憶明色である。425は

瓦器碑で、見込みには太い磨吉が施され、線化する。436は龍泉窯轟青磁の皿である。42．軸440は

白亜で、43耶ま皿Ⅶ撮－　438は碗Ⅳ撮、4調は碗Ⅲ撮－　440は碗Ⅴ転である。441は陶器の盤の鹿部片で

内面に灰避色の朝がかかる。442は土師器の坪で　内外面ともに横方向の研磨で調整し　内面には斜

方向．縦方向の暗文状の磨きを施す。442）はガラス玉で、半分欠損する．19mの球形を皇し、両面か

ら直倭．4．加皿の穿孔を施す曹　青色を呈しており、分析では珪番、鉛、カリウムが明瞭に認められるカ

リウム鉛ガラス　打且hl参照）である。他に砂岩の砥石片2点、滑石片4点、能骨が出土する。土坑

の時期は12世紀複半と考えられる。

－41－
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F撮38SK126－7実測図（1／40）および出土遺物窯甜回〔1／3）

SK126－7　貯虹28　Ph．45〕　調査区の中央に位置し、西側を現代の蛇乱打削平される。平面プラン

は楕円形甕呈し、長径1．冒＋庄m・短径2．25m、深さ0．7mを測る。底面はほぼ平坦である魯覆土は灰

褐色シルトを主体とする。

田土遺物　げ王83酎　444～4466は白砧であ凱／路4は皿Ⅶ－2胡乱4舶載碗Ⅷ撮、446碗Ⅵ葱で

ある。447は髄泉窯轟青磁皿である。他に回転糸切り底の土師罪1岡安窯系青磁が出土する．以上の

出土遺物から土坑の時期は12世紀磯：半と考えられる。

S賭1282（F撮3酎　調査区の中央に位置し、南東側をSK1294に削平される．平面プランは櫓下－1形

を呈し、長径は3．45m、短径2月m深さ1．663mを測る。断面は逆帝形庖呈し、磁面はほぼ平埋である。

凛土は靡色士、灰褐色シルトを主体とする。

出土遺物　F息調0　44は回転へラ憤り底の土師器の小皿で）外鹿部に板状圧痕を肯する。口径

は畠．駈血を測り、内面は確なナデで調整する。胎土に亜雲母・白色砂粒を含み、色調は橙色庖呈する．

44削ま「て」の宇横田縁を有する土師題の小」Ⅲである。胎土に会雲母を含み、色調は自橙色を呈する。

45別ま回転へラ憤り底の土師器の坪で、外鹿部に板状腰痛畳有する。胎土に赤掲色粒、金雲母を含み、

色調は明橙色を呈する。451は回転糸切り底の土師器の坤の鹿部片である。胎土に金雲母を多亘に含み、

色調は灰招色～樺色を呈する。鹿部外面には壷書が残るが、遺存状況は惑い．452は鼠色土器A類の

鹿部片である。453－．454は瓦器椀の鹿部片で、454の鹿部外面にはへラで浅く、分割線のような剋

線が入れられる。455一一45呂は白磁である皿455は碗Ⅱ－3b題、456は碗Ⅲ粗、457はmⅡ－2類、

458は皿である。報㈲晩敬酢窯番青磁小碗の鹿部片である。全面．施軸書軌、高台内面には目跡が残，る。

また、内面はへ予によ牒片彫り風の文様が描かれるⅡ　460～4663は中国陶器であ説　4朋旧麿の口線

部片で　灰色の胎土に暗緑色の紺臍軌掛る出場Ⅰは壷のU緑部片で』灰色の胎土に灰オ1J1プ色の軸

がかかる。頭部上半には軸がかからず、轟胞で、露胎部分は褐色に発色する。日録部には胎上目が残る．

－42－
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門840　SK12掴葉甜固　く1／40）および出土遺物実測図　Cl／2〕

462は底部片で　砂粒庖多く含む灰色の胎土に、内面には灰磁色の糊がかか杭鉄線が描かれる。外

画廊胎部分は褐色を呈し、底吉田こ揺胎上目が残る。466別ま口宙儲片で　粗廠東白色の船上に化粧土が

施され、内面にはオリ一プ色の轍がかかる°　464は瓦窯の丸瓦で、凸面は鍋田叩きを行ったのも、j1

寧なナデで調整する。凹面は細かい布目が残る。土坑の時期は12陛紀中頃と考えられる書

SK12帥（Fi多40）　調査区の中東に位置する。平面プランは長方醇を呈し、長辺2．8m、短辺1．4m、

深さ1．13mを測る。南西伽と北東組に段を宙する。底面は小さく、長径4粗　恕踵日加の楕円形を呈し、

壁は底酎こ向かってほぼ直線的に傾斜する。覆土は灰色土を主体とし、炭化物が少文混入する。

出土遺物〔F風4郎　466　は白磁碗Ⅴ－4類、4666は白磁碗畢許であ説　他に回転へラ切り底の土

師湊、同安窯轟音鰯、細目叩きを有する頭：宜駕の瓦片が出土する。時期は12世紀後半と考えられる。

SK1310押旭．41）　調査区の中央に位置し、一部を他の土坑に削平される。平面プランは楕円形

を里し、長径12＋Ⅲm、短径1恩Ⅲ、洋書1．0mを割る。底面はほぼ平坦である。礫土隠灰色上を主体

とする・

出土遺物（Fig1410　467～47呂は回転糸切り底の土師器で　467・473・475・476・478の鉢底

書酎ま板状圧痕を有する。467～471は小皿で、口径は7．7～8，翫m杏樹石か　胎土に金寮母、赤褐色粒を

含み、色調は471が灰橙色、他は橙色を呈する。472～47一別ま坪で、口径は11．3～13：．1仁Ⅲを測る。胎土

に壷雲母、少量の赤範色虹を含み、4悶・47割ま明橙色、他は橙色を呈する。47別ま白磁皿、480は陶

器の底乳首であ説　土坑の時期は12）世紀後半と考えられる。

SK1311肝1g．42）　調音区の中央に債斉し、一部他の土坑尼削平屋寸16や　平面プランは楕円形を

呈し、長径1．5＋αⅢ、短径1．3m、深さ0．6mを測る。底面は磁ぼ平坦である。壁面は直線的に底面へ

と至る番　確土は灰色土を主体とする。

出土遺物　肝ig・42）　481．～48別ま回転糸切り底の土師皆で、485は外鹿部に板状圧癌を有する申

481・－48割ま坪で、口径は11．呂～162財田あ説色調は481が明橙色、4呂2・48三重・487はにぶい橙色、

他は橙色を呈する。488の鹿部は焼成後、打ち欠きによる穿孔を有する。48別ま小皿で、口軽は81血

を測る°　胎士に金雲母を含み、色調は橙色を呈する。4鍋は龍泉窯轟青磁皿、491は白磁1mで、見込

み紅花文を描く。492は白磁磁性敵であ説　時期は12世紀後半と毒見あ紅説

SK13柑　F多42　　調査区の中東に位置し　北西明をSKlig凱　南東樹をSK1217に削平される．

平面プランは偶丸方形を呈して由り、一辺は0月5m、深さは那加を削る．底面は船底状を呈する．痛

－44－
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F転41SK1318l窯蜘回〔1／4舶　および出土遺物来測図（1月）

土は灰掲色土を主体とする。

出土遺物．貯i磁4割　493～497は回転糸切り底の土師器で、492・495．4glTは外底部に板状圧痕

を有する田胎士に多雲母を含み、色調は橙色を呈する・493～496は師で、口軽は12、7一一13．伽腫瓢も

4師は小皿で　口径は軋る皿を測る。49割は土轟で　半分兜臆する。屋割．ま鼠ヨ軸である。499叫56－1は

白磁である。朝相は皿、500は碗Ⅴ類、501は碗Ⅳ静で　口諒部上端は輸花風に窪んでいる書502は中

国陶器の底部片で、明橙色の胎土に化粧土を施し、褐色～掲緑色の軸がかかる．502は滑石石睾昌の口

綾部片で外面には煤が多量に付着する。56l4．505は北架代の銅銭澤15の4は「成平元碧」（初鋳年：

999年つ、505は「政和通賓」瞞簡年：1111年）で酎1傑彊明．目叩きを有する瓦片が出土する．

土坑の時期は12月世紀前半から中頃と考えられる。

SK12166肝i多421　調査区の中央に蛙置し、北西側をSK121に削甲される。平面プランは楕円形

を呈し、長径1，5m1短径1・25m1深さ48m叡Ⅲ説北脚に段を有し　底面は磁ぼ平坦である。覆土は

灰色土を主体とする。

出土遺物（Figm42）　506．5［帽は回転轟明　底の土師器の師で　ともに口径は12．4皿を蘭る。胎

土に金雲母庖多く含み・色調は明橙色を呈する。508は白磁碗Ⅴ掘、50割ま岡安黒番青磁皿Ⅰ－2、t0乱

510は中国陶器の口縁部片で、粗な小豆色の胎土に褐色軸がかかる。13・世紀中頃と考えられる．

SK1317（Fi風425）　調査区の中央に位置する。平面プランは楕円形を呈し、長径1．25m、短径

1．15m．一　課さ80mを軋る。断面は逆台備庖呈し、底面はほぼ半盤である。覆土は灰色土を主体とする．

出土遺物（Fi多4割　511．も513は回転糸切り底の土師器で、513・隠外鹿部に板状圧偏僅有する．

胎土に少童の壷雲臥　赤福色拉ああ臥　色調は511が明拉色、他は掲：色を呈する。511は小皿で、口

径7．8皿を割る。512．51割ま師で．口唇は12・祖12．66血を謝る。514は瓦器崗L　515は混入の土師器

の坤で、田隷都内面に1番の洗練を巡らせ、ナデと磨きで調製した後、内面に斜方向の時宜を施す．

5ⅰ別ま自鰯碗押撮、517は白感碗Ⅷ知、51酎ま東目茶磁であ説　51g－は土師寅の丸瓦片で、凸面は細目

－45－
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F壇．43SK1817．1344実甜図　亡1／40ユ　および出土遺物窯剖固く1／3．1／4）

叩きの後ナデで調整する．上坑の時期は14世配前半と考えられる．

駅1あ4．（F鼠4割　調査区の西端に位置し、西側は調査区外へ延びる。平面プランは楕円形を呈し、

長径1．3十位m、短饉1．45m、深さ58皿を測る。真樹壁面は緩やかに傾斜する汎　西側は急である。底

面はほぼ平坦である告礫土は灰色土、灰色粘質土を主体とする良

出土遺物〔Fi風4割　520～522は回転糸切り底の土師韻である・胎土は白色砂粒を多く含み、色

調は明橙色を呈する。52。は小皿、521・522は坪で外鹿部に板状」王痕を肯する。523／－526は白磁で

52・開4は明代のものと思われる良　52：耶ま天目茶碗である。528の．土製品で　直径約1迫田の円柱状

を呈する中　る2酎ま士健で、軒別劃接地であ説　土坑の時期は1あ～16世紀と考えられる。

－47－
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Fi鼠45　中世のその他の出土遺物実測図⑧　Ci／8．1／4．1／1〕

（4）中世のその他の遺物．Fig・44・4尉

5諏～52は墨書土器である。52耶ま白磁碗Ⅷ粗、531は中国陶器の鹿部片、522は岡安窯系青磁皿、

53割ま白磁小龍である6　534一一53．7はSK1255出土。534．535は回転糸切り壇の土師器の小皿と坤で

535は外底部に板状圧痕を有する。66る66は白磁皿Ⅳ－2b蒸、537は白磁碗Ⅳ類である。528．5219は

SK1229－出土。538は白感碗Ⅳ態、髭相は回転糸切り底の土師器の坪で、外鹿部に坂槙拝痕を音し、

口径はiT・4mを軋る8540・541はSK1380出土。540は白磁の坪で　全面施鞄積、畳付の粕を掻き取る°

見込みには胎上目が66力．所残る言関1は酷泉窯轟音職印である。54－2．543はSP1248出土・542は龍

泉窯系青磁皿、542は土師寅土器の甕である．544一一547はSP1273：出土。544～546は回転糸切り底

の土師帯で　外鹿部に板状庄痕を有する。547は白磁僑Ⅳ類である。548軸551はSP1298出土。548

は楠莱型瓦暑書椀、549は白磁碑Ⅶ類、550は白磁碗Ⅴ－2bc類、6661は白磁碗Ⅳ類である面　552は

SKl040出土で　中国陶器の盤の外鹿部に墨書が残る。552～555はSK10－51出土で　553は自感碗Ⅳ撮、

554は回転へラ切り底の土師帯の小皿、555は中国陶器の盤である。556iは有礼土構－　557～55g－は管

状土建で、55馴ま大型品である。56別ま石崖で、中央部に穿孔を有するが、貫通はしない・穿孔部と

屋面には横方向に浅い講部．入る。561．5662は石碑であ1　5662・566ヰは青銅製晶で、566Sは小鮪であ説

5665′－5だけは鉄製品で　566－566は刀子、5即は釘である。5665は木質が残る。56酎ま赤間園鯨で

砥画の隅には島が残る。566別ま滑石百顔で、外面には煤が付着する告　570個石臼で．摺り目は不明瞭

である。571は北来代の銅鏡で、「呈宋通賓」〔初終年：1039年）である。他に包含層中から銅儀「寛東

通貴」が1点出土する。572は黒田家の家磁である藤巴文を屁当文様に用いた軒丸瓦である。

一明－



20舌代の遺構と遺物

（目　撃餌住居跡

SC135）（Fi息46　円1460　調音区の東側に僅眉し、太部分を中世の遺構や現代の撹乱に削平され、

遺存状況は速めて悪い。平面プランは方形を呈し、東西方向4．1m、南北方向2．7十位m多謝る。壁面

の高さは最も遺存状況が良好な箇所で報知である書床面は平盤であり、桂穴等は確躍できなかった．

礫土は灰祖色髄質土、黄褐色砂を主体とする。

田土遺物貯砲．4714割　573～58別ま須恵器である。573一一577は坪蓋で　573・574は器高がや

や高く、口操端部は内方へ屈曲させる。天井部は平らで、天井部外面1／2～2／別に回転へラ削り調整
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mL466　5：1350（南東か副

を行う。573－は扁平なつまみが

洩る。ともに白色砂粒を多く含

み、色調は灰色を呈するが、重

ね焼きのため口患部付近は灰黒

色を呈する－。575～577は天井

部が低L　口縁端部は下方へ折

り曲げる・即はつまみを有し、

天井部外面は回転ナデで調整し、

576・6門は天井部外面1／2に

回転へラ削り調婆が残る。胎土

に白色砂粒を含み、576・577

は金雲母も少量含む。色調は

577が東白色、他は灰色を呈し、

重ね焼きのため口陰部が胱黒色

となる。578－、582は満吉何杯

である告　体調は直備的に鹿部か

ら延び、端部がわず部に外．反す

る。高台は低く、休部と鹿部の

L　境よりやや内側に付く．底都外

単一ヽ∴一番一一／

、　．

．果

－50－

面はナデで調整する。578は白

色砂粒を含む小豆色の胎土で

内外面はにぶい腐色を呈する自

579－・581は少量の壷雲母、白

色砂粒を含み、灰色を呈する。

580は胎上が精良であるが、焼

成が悪く灰白色麿呈する。582

は太型の坪で、L月番は1鋸知慮

測る・胎土に白色砂粒を多く含

一一彗あ灰色を呈する骨583は渾身
ギで

－Ⅰ　　　である。底径は小さく、不定方

〆果L　　向の雑な削りで調整する・白色

砂粒、黒色粒を含む脇士で、色
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Fi鼠47　3：1360出土遺物実測図①（1／8．1／助

詞は東色を里守一る。584～668酎ま皿で1胎上に白色砂粒を含み、585は明橙色、他は灰色を呈す－6．

587は小壷で、平らな肩部の中央に小さな頭部が付き、田線のま菌　外圧すると思われる。回転ナデ

で調整され、頚部内面にはしぼり痕が残る。白色砂粒凌多く含み、外面は灰色から黒色庖呈し、部分

的に東をかぶる。588・5一関は壷である。6688は恒頭重で、胎土に砂粒を含み、灰色を呈する．肩部

外面に灰をかぶる。58別ま偉部括－で、口隷部は休部から太牽く外反する・体部外面は格子状の叩き、

内面は同心円状当て具癌が残る。白色砂粒を多く甘み、色調は灰色、外面は一部灰黒色を呈する。

5和～開削ま土師器である・鍋0は坤で　休部は丸みを持ち、口綾部へと至る。内面と口鹿部外面は

回転ナデ、体部外面は持すデで調整する。外鹿部にはへラ記算のような割線を有する。591は高坤の

坪部である。回転ナデで調整した種、多きを施す。白色砂粒、恵掲色撮、金雲母を含み、色調は閏橙

色を呈する魯692～開削甕である書鍋2～甜4は小型の甕で、倖部が張らず、休部内面と口縁部の境

に明瞭な稜線をもち、田患部は強く外反する。外．面は縦＝凱向の刷毛日調整を持った撞、部分的に指す

デを施す。休部内面は斜方向の削りで調整する。595・5別封ま口径26．6m、2呂．触蝿の囲、体薗はわず

－51－
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Fig．485Cl250出土遺物実動回①（1／3．1／朝

かに廊らみ、口綾部はやや丸みをもって「く」の字に外反する。体部外面は縦方向の刷毛日、内面は

多方向の削りで調整する°　ロ陰部内面は横方向の剛毛日割僅庖行った構－　積ナデを施す°597は竃で

安部から庇にかけての小片である。空調の外面と庇の内外面は刷毛目を行った後、雑な指ナデ、押古

見で調整する，内面堰措押さえで調整する。底内面がわずかに黒愛する。離相は羽旧の小片である。

先端部は兜増し、ガラス草津が何者する。強い被燕虎より橙色一明橙色の胎土から鯖灰色、灰色に変

色耳．石。内面も還元し、帯状に灰褐色へと蛮色する告　外面はヘラ削りを行った複、楷ナデで調整する面

内面は良軸方向に何番も沈毅封入1擦痕が残る。捕．66即ま鉄製品であ説　5制帽儀の茎部一　別淵

は釘で、満都櫨円軌　身部の断面は方形を呈甘66°6601は鹿茸の平鹿である。凸酎ま縄目叩きを行っ

た構1部分的にナデ消し、凹面には紺かい布目が残る。他に男色土器且類、製塩土器、軽石、椀型鍛

冶辞を含む敦捧661画†出土する。以上の出土遺物から璽穴住居跡の時期は8世紀後半と考見られる。

－52－



，，／二‡、一一一一一

－／－一口＼一二下一一、
／

H＝32m

骨　　　　　　　仲

一日

航 1鹿田
i

塑室根
rT＝－一二．．＝1－－－二二－二一二一コ■

・顔泊

一　　　　　一　　　り、．

、－＼一、．．，　／
ⅰ．

□・

一一一一．．』．．．．

I加納

．．／

嘲：，7

且
F垣．49SK132時細帽＝1／40）のよび出土遺物葉蘭図（1／3，1／胡

（2）土坑

SK132番田宮4郎　調査区の東楓に位置し、南側をSK1240、SK1241等の土坑に削平される。平

面プランは楕円形を呈し、長径は1．66m、短径0．7＋αm、疎さ25［血を軋る）底面は蹄ぼ平坦で、壁面

は直線的に底面に至る。覆土は東色砂質－上を主体とする。

出土遺物（F撮4酎　602一一6066は須恵器である。602は坤蓋で、器高がや中高く、口線端部は内

方へ屈曲させる。天井部は東嶺しているた軋　不明である。胎土に紺かい白色砂粒を含み、灰黒色を

皇し、外面には灰をかぶる。660割ま扁平な天井部を有した坪蓋で、回転ナデで飼模する。口縁端部は

下方へ折り曲げる．脇士に白色砂粒を多く含み、灰色を呈する。6604は高台付坤である。高台は低く、

休部と鹿部の壕よりやや内側に付く。鹿部外面はナデで調整する。白色砂粒を含む橙色の胎土で　内

外画の色調は灰色を呈する．6606は皿の小片で、口綾部は緩やかに外反する。胎上に少草の思色粒、

白色砂粒を含み、灰白色を呈する。酎旭は高坪の脚部片で、脇士に白色砂粒を含み、灰白色を呈する．

607一V6朋は土師器である。酎汀は高台付坪で、鹿部内外面は回転ナデで調整した構．部分的に研磨

調整を行う。船上に金雲母を含み、色調は明橙色を呈する．60割ま高坪の脚部片である．太く舞い脚が、

顧部で太書く開く。脇士に金雲母を含み、色調は明橙色を呈する。60別ま甕で、胎土に金雲母を含み、

色調は橙色を呈する。610は製塩土器、611は丸瓦で　凸面は粗いナデで調整し、凹面は目のまばら

な布目が韓石。他に羽田1点、鎮挿6点が田上する。時期は8世紀中頃から旗竿と考えられる。

SKlる29（Fig．5酎　調査区の東側に偉薦し、大部分を近世の井戸や士坑に削平吉才lる。平面プラ

ンは楕円形を呈し、長径は1月十位m、短径1．1m、深さ13mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は

灰色啓質土を主体と宵－愚。

出土遺物．肝i且甜）　612～6617．61g田6620は須恵番でああ　6612～6614は環環状のつまみを有す

る坪蓋、615は壷蓋、616は輪状のつまみを肯する番であ1　612・61割ま器高が高く、6612一一614は

天井部外面1／2に回転へラ削り調整本行1　6615は天井部際まで回転へラ削り調整を行う．6616は回転

－53－
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Fi鼠50SK12はg－実卸図（1／4m　および出土遺物実測図（1／割

ナデで調整される。色調は6612が灰白色、6616の富次掲色、他は脱色を呈する。617は高台付坪で、休

部は直椋的に底部から延び66。高台は低く、倖部と鹿部の境よりやや内側に付く。鹿部外面はナデで

調整する。白色砂粒を多く含み、焼成は良好で、色調は灰色を呈する1618は土師器の蓋である。天

井部は回転へラ削りを残し、内外面ともに部分的に研磨調整を行う。61g－は宜の番であ説　白色砂粒

多含む灰色の胎土でL外面は灰をかぶり、部分的に緑色に発色する。62郎ま甕のロ縁部片で、内外面

と削こナデで調模する．621．622は増－塙　仁付編2参酷）であ説　621は口綾部廿で、胎土は白色砂

粒を多く含み粗雑である。器壁は1．0叫1．8皿を謝り、ナデで調整する。口緑部上端から内面115cm下

にはガラス質に醇離したものが何者する。内底部には少量何者す馴ことどまる。外面は一部赤色、白

色に蛮：色するが、長時間熱を受けている状況ではない田　662割ま体部片で、腸壁は1・丁四1前後であるサ胎土、

色調ともに6621に惣也する。内面は鹿部酷までガラス質に番融したものが付着する。外面は緑青の塊

－84－



部1≡叫、

＼

、

罰、
／

9（1卸2

＼
／　H＝凰丑、1

甲　　　　　　　坤

∈≡∃F三言

ノ

1。JⅢ　　　　　のヨ

1肋
一　　　　　一　　一、　－　－　－　　　　　　　　　　　　　　－

≡粥1842

F虹51SKI34か134）1342実漸図ti／上柑〕およびSK124か1241．1242田土遺物実掛図（1／2・1／朝

が付着し、一部赤色、白色に変色する。622は製塩土器、624は管状土踵で、薗割ま72．51gである．

625は寵の頚部で　内面は煤が付着する。6626は九五で　凸面は縄月叩きの硬、多分的にナデ消し、

凹面には粗應布目が残る．他に羽目8点、鉄器4点が出土する．8世紀中頃から積：半と考えられる。
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SK柑ヰ。（Fi且510　調査区の東紺に位置し、北側を近世の井戸．、南側をSK1341に削平される。平

面プランは円形を呈し、直径は1．35m、深さ43mを細る。壁面の鎮斜は緩く、底面は船底酷であ説

覆土は灰色土、灰褐色砂質土を主体とする書

出土遺物（Fi監51）　6630～634は須恵器であるⅡ　66別）6631は坤蓋で、天井部は回転へラ削りの撞、

部分的にナデで調整する。色閏は醜灰色、662日の端部は重ね焼きのた輸配黒色を呈する。杭組は高台

付坪、63割ま皿である。即4は高台付皿で．底部外面は回転へラ削りで調整す一石8　635・6266は土師罪

の師道と高台付坤である。ともに明橙色を呈し、6266の内外画は部分的に研磨で調整吉事tる．637は

製塩土器．662個．66即ま甑である。糾別ま須恵質の平瓦で　凸面は格子目の叩きの撮，ナデで調慶する．

他に羽ロ2点．錬淳1点が出土する。8世紀後半と考えらfiるe

SK1錮1（F吉留．51）　調査区の東側に位置する．平面プランは楕円形を呈し、長径はm加、短径

石鎚皿、深さ40の畳細る。底面はほぼ平坦である。礫土は灰色土を主体とする。

出土遺物（F塩－510　627一一62g－は須恵器である。治土に白色砂粒、少量の金雲母を含み、淡灰色

を呈する蜃　6627の口縁部付近は重ね焼きのた酪酸鼠色を呈する。6627は坤蓋で　天井部外面1佃に回転

へラ削り調整を行う。6628は高台付師で　低い高台が端部付近に付く°　外底昏酎まへラ明り未刺塵である。

629は短頸壷で　回転ナデで調整される。他に土師器の艶　製塩土器・羽口Ⅰ点、鎮捧1点、土師質

の平瓦が出土する。士坑の時期は8世紀後半と考えられる。

SK1342　F虹510　調査区の東漸に位置し、北西側をSK13胡）－　SK1241に削平される。平面プラ

ンは円形を呈すると思われ．現存で東西方向の掛ま0月5mを掛る。深さは車軸、断面は逆台形を呈し、

底面はほぼ平坦であるb覆土且床褐色砂葉上を主体とする。

出土遺物　貯撮51）　641・642は－須恵器で、胎土は白色砂粒を含み、641は白灰色、642は灰色麿

呈し、ともに重ね焼きのためロ緑部付近が灰黒色を呈する。6641は坪蓋で　天井部外面2／割こ回転へ

テ削り調撃を行う．郎隙は嵐書付坪で、低い高台が中心よ　に付・関　は土師器の坤身で、外鹿部

は回転1＼ラ削り、内外．面はi一寧な研磨で調整する。胎土に赤福色粒、金雲母を含み、色謂は明橙色を

呈する。他lこ製塩土器が出土し、土坑の時期は呂世紀中頃と考えられる。

SKl訓帽（Fi風52）　調査区の実測北西壁に位置し、北西側・は調査区外へ延びる。南西餌多SE1247

に酎平される。平面プランは楕円形を呈すると思われ、東西方向1．4土雌㎡、南北方向1．1＋ⅢⅢ、深

さ33血を謝る。底面はほぼ平埋である。覆土は灰色土を上体とする。

出土遺物（Fi多521　644～648・6652．66割ま須恵器である。644．6645は埠蓋である。64現ま扁

平なつまみを宥し、太井部は回転へラ削りで調整される。胎土に少量の金雲母、白色砂粒を含み、外

面は灰色、内面は東商色を呈する。645は器高が低く、天井部際まで回転へラ削りで調整する。白色

砂粒を含み、灰色を呈する．糾66は坤身、647．（4別ま高台付坤で、鹿部外面はナデで調整する・白

色砂粒を青み、灰色を呈する。振鼎岨外鹿部中央に「凡」の墨書を看ず6．649～651は土師番であ説

64gは坪で、休部はS字状を蓋し、U縁端部は内紺につまみ田す°　内外両ともに丁寧な回転ナデで調

整し、内面には斜止向の暗文を施す8650は高告付皿で、内外面ともに不明瞭な研磨で調整し、内面

に縦方向の暗文を施す．651は片口の幹で、外面には煤が多量に付着する。体餌外面は刷毛日、休部

内面はへラ削りで調盤する。652・65割ま須恵器の壷である。6652の休部外面は平行印書、内面は同

心円状当て真鳴）が環る。6652月の体部外面は平行叩き、内面は同心円状当て具蛙が焦るが、部分的．にナ

デ消す。654は頭恵質の丸瓦で、凸面は親日叩きの後、部分的にナデで調整し、凹面は細かい布目の

上から斜方向のヘラナデで調整する。他に須恵器の長頸壷、商坪、羽ロ4息　鉄蹄が出土し、土坑の

時期は8世紀中頃から後半と考えられる．
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SK1352（Fig．663－　Ph・47～4g－〕　調査区の東側に位置し、太部分重畳穴住居跡や他の士坑に削平

される。裡土は他山である砂丘と非常に類似しており、遺構検出時には確磁できなかった。遺物が出

土するた軌トレンチを入れ、壁面の立ち上がりを確認した。平面プランはやや歪な南北方向に長い

長方形を呈し、長辺は臥6＋αⅢ、短辺4．8mを謝る．北脚こは換出面からの深さ10～20mの不整脂の

段を宥し、南億の底面へと至る。南側の深層は明知を測る。底面はほぼ平坦である。段上の底面では、

直径25皿前後、深さ10．－22ののピットを3蓋と直径50m1深さ7．0皿の平面プランが円形の土坑、長径

那加、盤擾6証取　深さ25mの楕円形の士坑を検出した。また、北東紺の壁面に直交する牌を検出した。

番は長さ80m　編17m　深さS．馳蝿の慨。凍土は上層が藍掲色砂、脱色砂、下層は藍鴇色砂、胱黒色

砂がトラ縞状に堆積し、炭化物が混入する．また、部分的に焼土の塊がみられた．太貴の遺物が廃棄

書れた状祝であった。

出土遺物（F撮54．叫58　PlL50．510　6655－～681は須恵器でのる。655－～鮎別まつまみを肯する

蓋で、天井部外面2／3に回転へラ削り調整を行う。色調は655が灰色、656は灰黒色、665g－は紫灰色、

他は灰白色を呈する。660l～6666別ま商骨相師で、満吉は休部と鹿部の境よりやや内側に付き、満吉端

を外債させて整形する。669の鹿部外面は回転へラ削りを行うが、他はナデで調整するの　休部は直立

気味に立も上が肇1緩やかに外反するものもみられる。色調は伝の．666軸灰白色．貼4．6667が淡灰色、

他は灰色を呈する。胎土には少量の金雲母を含むものがある。670．671は埠身で、鹿部外面はナデ

で調整する。色調は暗灰色、灰白色を呈する。672．6672旧皿で、672は高台を付す。ともに鹿部外

面はナデで調整する°　即2が灰色、673が灰白色を呈する。6674は壷蓋で　つまみを欠損するの　天井

部は回転へラ削旧の硬、部分的にナデで調挺する．675は短頭重、6766は壷の鹿部片、677馳蹄であ説

酎8～6681は甕の口録都片で、朗は頸都外．面にヘラ記号を有する。681の休部外面は平行叩き、6679

～6681の休部内面には同心円状当て具痕が残る。6682一V692は土師器である°　巳呂2・6呂割ま蓋で、天井

部は回転へラ削りの後、内外画ともに部分的に研磨調懐を．施す面　胎上に金吉母を含み、明特色を皇するわ

684～6687は坪で、6686．687は高台を付す田　6684の外鹿部は不定方向の強いへラナデ、他は部分的に

ナデ多施す。胎土に金雲母ああ臥　色調は開橙色を呈する。6686の内外面と閲Tの外面は粗い磨きで

調整する。酎帽Ⅲ磁鉢の口縁部片で、回転ナデで調整される・689．6の削ま高時である。師部の内外

面は研磨調整されるが、6689の内面は本剛腹であ説　689の脚部はしぼり痕が残り、6690の明帽酎まr

寧な回転ナチで調整される出的1・巴旧2は甕である。悶1は休部内面1二位からu編：郡にかけてと外面

に一部煤が付着する。酎柑軸酎帽は製塩土器である．柑　～相即ま胎上のつなぎ目が明瞭に残L　雑な

仕上げである。外面は雑な指押さえ、内面は粗な刷毛目で調整される。口隷都は休部からやや内湾気

一一宝・．■道

議辞も
．．事豆由h

華こ立言く
Ph．47　SK1252東西土居（北から） Ph．48　SK．1352遺物の土状況（南から）
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Fi857SK1352出土遺物実測図の（1／亜

味にそのまま引き延ばす。6即は鹿部片で、虫底を呈する。相8．

悶別ま内面に細かい布目が残る．7m叫聞5瞳寵であ凱　7朋旧態

片復元のため明確でないが、受部厘に比べ、東口部が太きい。開66

～70削ま瓦である。706は須恵質の丸瓦で、凸面は強い指ナデと押

さえで調整する°　707－－70耶ま須恵質の平瓦である。凸面は粗目叩

きの徒．部分的にナデ増して調整する魯凹面には紺かい布目が預るが、

7〔相は布目の上から斜．方向の粗いナデを施す。710は乱酔許でああ

一部分が褐色に変色し、錆が付着している。この土坑か別は多量に

鉄浮が出土することから鍛治に伴う壷床石の可能性が考えられる．

711．軸719は鉄製品である。712は刀子、713は釘、7141塙昔であ説

711・715．718．719は板状、716は針状、717は棒状を呈する．

720－722は朝田である。720・721の先端部はガラス質の溶融し

たものが付着し、被熟のため黄色、暗赤色に変色する・722は橙色

の胎士が被熱により灰色へと変色する昏　723～728は磁醇であ説

723・724の表面は緑色、黒色を呈し、ガラス化する。723の裏面

－63－
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F由，58　SK1852出土遺物．実測国電－（1指）

PⅠL515K1352出土遺物啓

は砂粒を少量噛み、凸凹状を呈し、腺混血値の應應癌が2カ所にある。725の表面の破面に岨気泡が

みられ、酸化土砂が付着する。また、724．72　の恵面に且炉底の粘土が付着する。72郎ま鉄塊廃遺

物で・全体に薦化土砂が付着し、黄褐色を呈する。幅1のm程の木炭痕、鍛造剥片が付着する。クラ

ックが入り、その部分は錆化が進んでいる。727．728は楠型鍛冶津である。727の色調は全体に補

色を呈し、・駈．白Ⅱ面積の未読痕がみち㌃L愚。表面には酸化土砂と幅1．0－～5．加の鍛造剥片が少量付着する。

72別ま蹄型鍛冶蹄が二段となっている．表面は一部ガラス化する。哀面には酸化土砂が太丘に付着し、

幅10～5・伽皿の木炭痕がみられる。鍛造剥片は観寮できない・土坑からほ椀型撮韻書率を青んだ紋章事が

他に4．78kg出土する。土坑の時期は8世紀中頃～種半と考えあ汀説

－64－



SK1353　貯垣．5gl～62　Ph62－6郎　調査区の東側に位置し、北東餌は調査区外へ延び、西瓜机ま

SK1282，SK1294に凱平される。SK1252同様、覆土が地山の砂丘と艶蝕していたため、遺構検出

時に平面プランを確認できなかった。トレンチ多和軋　床面から哩を追っていく掘り應となってしま

った。そのため、中央に土崩ベルトを設定できず、遺構検出面から床面までの土居はSK1282、

SK1294とのベルト部分（Fl多61土層の）で記録した。平面プランは隕丸長方形を呈Li長径は4．5十

ぽm．塩饉4．75m多測る。黄褐色髄質土，黄白色啓、灰色砂渠土、白色砂質土を主体に各層がトラ縞

状に堆積する・部分的に炭化物を混入した灰黒色士、痍黒色砂君土が堆積する．10層より上はやや細

かく堆．積して怒り、焼津・土器等が多量に出土する。この頃は慶実坑として使用されている。甑骨（付

編1夢潤）は床面より1田－～15皿浮いた状況で集中し、尉骨の底面は10屑中にあたる．樹骨はウマ・

ウシのもので、4体分の頭蓋骨は確認できるが、4頭とも解体きれた可能性があるたの、埋葬では庖

いと思われる。鍛冶撫業艦伴った祭祀に関連する可能性が考えられる。臆面では鍛冶炉を検田した．

鍛治炉は眩ぼ中央部に設けられる。炉本俸は検出時に東西方向に長い楕円形を呈していると思われたが、

土崩と床面の焼土の状況から東側は一部壊され、本来は直径70四1の円形を呈していたと考えられる。

礫土は腋掲色粘質土、啓安土で鉄蹄が多く出土し、再結合辞もみられた。北側と南側の壁面は被熟し、

啓が褐色庖帯びていた岳被撮部分は薄く、1．0mにも満たない。床【乱　東側と西組の壁面は黄褐色を呈し、

砂質土であった。炉壁に使用書れる粘土等はみられない。再結合淳は炉の西側と南側でも出土した中

西胞では再結合津の下から直径2臨調前肢の円滑プランのピットが2基検出され、深割ま610Ⅷで番った。

これは、下が噂であるた軌　再結合淳の重みでピット横に沈み込ん麿ものとも考えられる．覆土は灰

展色砂葉上で、炭化物が混入する。炉に遠い方のビットからほ多くの鉄淳が出土した。南側でも再結

合譜の付近で、2基のピットを検出した。切り台．つているが、長径60cmとT臨訊、短径現加の楕円形を

呈して宙軋言深さは別加前後である。覆土は灰黒色砂笥土で、炭化勒を含む。上屋のための拉穴等は

確認できなかった。炉の断面を切った際に拍柁　崩が不整合に堆積　肝i鼠62）していたため、床面

Ph52　SK1352獣骨楠：出状儲己〔北東から）
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にトレンチ肝i且61十層拍酎一　重入れた。わずかであるが、遺物が出土し、副田では黄色砂質土に赤褐

色粘質土、4層では赤掲色粘質土に掲色土が粒状に斎昆入していた。当初、鍛冶炉を構築する陽の炉臆

と考えたが、砂丘という環境からして上層で幾度となく踏みしめられ、遺物等が沈んだ結果と考えら

れる。銑辞はSK12時　近くで多く出土した。また、鍛造剥片や粒状辞を床面付近で確認したため、床

面付近だけである肌　土を採取し、洗浄を打つ書㌔－SK125割割鍛冶の授業を終えた踵、敢骨を使用し

た祭祀が行われ1その後は土器・蹟淳等の廃棄土坑として使用されたと考えられる．

出土遺物（Fi鼠662．～71割h667～66朗　72g－～782は番恵器である。729～741は坪蓋で、醤高が

や中高も　田鹿端部は南方へ屈曲させるもの（729－～72即と天井部が低く、口緑端部は下方へ折の曲げ

るものCT37．～73朝に分類でき嵐∴掴1はつまみをもたな1㌔．いず．机も天井部外面2／別こ回転へラ削り

調龍を行う。胎土に729・721．72酎ま少量の嶺雲母、729・悶0．72月2．724・725・U741は黒色粒

をあ凱色剤は721・72廿が育鈍色、723がにぶい灰色、724が暗兢色、736が灰白色、728が紫踊色、

他は灰色を呈する。729・730・724．738は重ね焼きの痕跡が残る。742は返りを有す66挿身で、口

径は11．5のを測るの　胎土に少量の嶺雲母を含み、灰色を呈する。丁現下千時は坪身で、胎土に奄雲母、

白色砂粒を含み、744は胱白色、他は灰色麿呈する。外鹿部はへラ明りで　74割ま部分的にナデを行う．

746．－75割ま高台付坤である書　布告は低く．休部と鹿部の確よりやや内紺に付く。高告の接地面は半

ちなものとやや外博するものがみられる。休部は緩やかに外反しながら立ち上がるものが多（、749

のようにS字債を呈すあものもみられる。751は鹿部外面にへラ削りが行われるが、他はナデで調整

する。747・749．753・754は白色砂粒庖多量に含み．747．752・7566は黒色輸．750．751．755

は少量の壷雲母を含む。色調は悶2力藷灰色、関　が灰白色、754が暗靡色、758が続痍色を呈し、他

は灰色であ乱　丁現闇値せて焼かれたため、外面に多量の灰をかぶる。また、749の外鹿部には彗ラ

記号、750の外蝿部にはへラ記号と墨書を有する。75剖ま太型の師で　ロ窪は1g．2mを測－愚。色調は

灰白色を呈する。760・7661は高台付皿である。胎土に黒色粒を青み、色調は開伽ら灰色、761隠淡灰

色を呈する，760の列．鹿部堀へラ記号と思われる浅い纏刻を肯する。762～765は皿である傭　船土に

白色砂粒を多く食み、少且の金吾軌　赤褐色艶を含む。色洞は762が淡灰色、763が帝灰色、他は灰

色を呈する・T6666－～772は轟坪である。76666は師部の田操端部を丸く仕上げ、船上に展色粒、赤褐色

畦を含み、色調は義橙色を呈する．7667～閥の口縁端部は平坦に仕上げられる。色耶ま閥が醜灰色、

他は灰色であるが、閥了は重ね焼きのた軌　内面の一部が灰黒色を呈する。76制ま外画に灰をかぶる。

770～772は脚部片で、770は灰色、閂1は灰白色、閂2は光沢のある灰色香里耳－る。773－775は蓋

である。773は大型のもので、太井部外面4／5に回転へラ削り調整費行う・774は太井部に輪状のつま

みを有する°外面は灰をかぶり、光沢のある灰掲色を呈する°775は天井部外面をヘラ削りで謂盤する。

重ね焼きの醸跡が残り、色調は灰色～東男色を呈する。776軸780は直である．開66は小壷の休部片、

777は肩部片で　実帯が巡る。閂　は口鹿部片、77g・780は長頭壷の体調片で、77別まにぶい褐色を

呈す66。781は鉢で　体部中位か66下半は回転へラ即日で調整される。色調は艶屈色を呈する。7呂2

．開削ま甕で　体調外面は格子目叩一書、倖部内面には同心円状当て真痕が残る。悶2のロ鹿部内面と

休部外面は多量の灰をかぶる・784も悶屯は土師器である．784・78別ま皿と高坤－で、脇士に金雲母、

轟掲色艶を含み、明橙色を呈する。784の器両は荒れているため不鮮明であるが、休部内面に斜方向、

内鹿部に曲線で措かれた時宜がみられる。悶～91は甕で　787．790・791の内面にはあヂ1悶9

．開0．91の外面には煤が付着する・7g－2～7g－5は編であ説　7髄旧の面に鹿部抽1ら乱伽の幅、関る

は内面に日録部から鼠5肥下方に煤が付着する°　悶6～805は瓦であるⅡ796．～798は須恵質の丸瓦で、

凸面は工具による鞄いナデで調整し．凹面には細かい布目が残る。79即ま淡灰色．他は灰橙色を呈する．

一丁1－
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7弛～呂田5は須恵賢の平底である。799～801の凸酎ま丁具による強いナデ、呂田2一一805は縄目叩きを

行った後、部分的にナデで調整する。凹面は全て細かい布目が残るが、881．軸朗．806はへラ状の

工具で部分的にナデを行う。色調は79S－～8日1が灰橙色、他は灰色を呈する。806．－820は製塩土器で

ある。完形品はな1　全て破片での出土である∴雑な作中で、粘土のつなぎ目をそのまま残し、U縁

端部はそのまま内側に摘み上げる．形状は円錐形を呈するものが主体を占める。胎上には1．0．毎る・蜘皿
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Fi多66　SK1862出土遺物実測図砂（1／40

太の白色砂粒を多く含み、他に赤補色粒、患雲母もみられ．る。内面の調整は比較的明瞭に残り、外面

も無を多量に受けた痕跡はうかがえない。8066叫814（A）は内面に刷毛目調整を行ったもので、鹿部

付近は措ナデで調整する。811・814隠細かい刷毛目、他は車や粗い刷毛目を有する。刷毛目は言詩

端部まで残っており、端部をナヂ等で仕上げを持った痕跡はうかがえず、雑なつくのである。外面は

つなぎ日をそのまま残し、措押さえで調整される。器鰐は円錐形を呈し、直線的に延びるものと、

813のように中や内湾気味のものがみられる。呂15′－82冨田コ　は内面を工具・陪ナデで調整したもの
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F塩67SK1252田土遺物実測図⑤（1／4〕

である。内面には工具痕が残る。815．817は粘土のつなぎ日を残すが、他はみられない．番形は円

盤形のものと817のように器高が高1　鹿部に丸みを肯するものがある。81別ま口鹿部を上からみると、

角をもって由り、方形になる可能性もあるが、破片のため不明であるⅡ　824は底部片である．825・一

閃0に　は内面に布目を有し、外面は措．押さえで調整される。825～827は円錐形を呈し、内面はや

や粗い布目が残る。粘土のつなぎ日はみられないが、田縁端部は内側に摘み上げただけで、波打って

いる。828一V83杭ま円筒状を呈し、内面には非常に細かい布目が題6．呂31は土製の紡錘車で、
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4乱47gを．量る。882は須恵器のめんこで、周明は打ち虫垂によって調整する。凸面には格子目叩き、

間面には同心円状当て具痕が残る。823．～8誠は酷であ説　82割ま里親と東口、834は東口、885は東

口と把手が遣存する書部分的に煤が付昔する。田7・－847は鉄製品である．83．7は軽量、83呂～8朝地軌

841・842は操状の鉄8番、843は工具と考えられるが、断面は方形を呈する。844は板状、845は針状、

8466は蹄軋　847は薄板状を呈する。848一一8師は鉄蹄であ凱848・84gの表面は緑色、黒色を呈し、

ガーラ呆化し、蕪面には炉底の粘土が付着する。84g－の点画には白色を呈した部分もみられる．850′－

854は椀軌跡軸事である．別相は表面が線色、黒色を呈したガラス質梓で、裏面には砂が付着する。

851の色調は表面が胱白色～掲色、凄面は掲色を呈する。表面は梓が多め状にガ．吉美化し、その上と

裏面を酸化土砂が覆う°　哺1．加増の木炭痕があり、蘭画には気泡がみられる．852は表面に多貴の酸

化土砂が付着しているたの、色調は褐色を呈するb　また、少量の鍛造剥片と幅5．0間の木炭が付着する。

塵画は比故的滑らかであ説853は1／5程を欠掲する。表面は酸化土砂と幅1の～5血mの多量の鍛造剥片、

幅10面程の木炭が付着する。惑面も蘭化土砂とともに多量の木炭と蝦造剥片が付書する。破面には気

泡がみられる。854は椀蠍掛軸皐が二段になっている。義毒に多量の土砂と辞が付着する・表面は轄

5．0m錘の鍛造剥片と1」0～6．。mm程の太慶がみられる。塵面にも鍛造剥片と多量の太慶が付着し、径

1．5血程の淳も結合しているた軌　部分的に凸状を呈する。855～857は鉄塊系遺物で、やや長い球状

を呈する・全体に酸化土砂が付着し、黄濁色を呈する．轄1．0Ⅲ程の木炭痕、鍛造剥片が付着する。

857は幅7．0mm程の未炭痕が付着する0　いずれもタラッ多が入季1　その部分は庸化が進んでいる。858

・鮎別　粘土塊で　内外面にス廿の庄痕を有する。胎土には白色砂粒．赤褐色艶を含む°　860・－862

は羽田である。860，8661の先端部はガラス質の落潮したものが付着し、被熱のため灰色へと変色する。

ガラ入質辞は内面にも付着する。外面はヘラナデ、指ナデで調整する。内面は860に魅軸方向、861

は長軸方向に擦痕が残る。呂6割ま金床石と考えられ、重さは1．軸を旦患。花崗岩で太部分は欠槻す－愚。

上面は清らかで、わずかに躍んでいるが、廠打痕や熱を受けた痕跡はみられない缶下面、破画には淳

等の付着物の苦みられるが、上面は全くみられない°　このことからも鍛錬鍛冶に使用したものと考えら

れる。他に再結合津が東面に見られ、・固体の再結合辞の多きは2．48垣を量る。中に輸造剥片や炭化

物が多嶺に肯去れる．上坑からは椀型鍛冶津を含んだ鉄器が他に1乱9割堰出土する。また、獣骨取り

上げレベルから鍛冶炉検出床面までの埴土多生皇採取．洗浄の撞、超還したところ鍛錬鍛冶件実で排

出される鍛造剥片．粒状津を2865g確認した。ふる川＝よって選別LSm角以上の密造剥片〔サン

プル部定の厚みは0．2．軸0．血のが主体）665412あー　あ㎡以下の鍛造剥片．（サンプル測定の厚みの鳳15～

0・3mが主体）抽82．91g多選別した。また粒状辞は径5－7mが6．91g、　～　mmが11．55g、1～

3ⅲが鼠71g、1ⅲ且Fが0．71gを紺苺。全体に光沢が強も　小型で薄手の磁造剥片が多く、極小の

粒状辞も見られることから、これらの遺物は鍛錬鍛冶工程の最終段階で派生したものと考えられる．

以上の出土遺物から土坑の時期は8世紀中頃から後半と考えられる・

（3）古代のその他の遺物（F掘－72　Ph．700

酎4一V酎鼎は包含層出土の顎菩土器である。8664－は須虚器の印章である。天井部が低L　日録端部

は下：方へ折り曲げる中　天井部外面2／別こ回転へラ削り調整を行う．灰色を呈し、口患部付近は重ね焼

きのため、灰黒色庖呈する。内面龍「万」の墨書が薄く残る°865は須恵器の高台付師の磁随計であ説

色調は灰白色を皇し、外鹿部に「太」の墨書が残る。866は須恵器の磁部片である書灰色を皇し、外

鹿部に「田血」の重幸が親局．酎汀は高台付坪で、1／3の遺拝である。胎土に金雲母一番含み、灰色を

呈する。鼎鹿部に墨書が観る。86酎まSK1224出土の須恵器の坪身である。返りを宥し、口径10．0の

多測る。胞土に会多乳　白色砂粒を含み、灰色を呈する。8関はSPl封拍出土の越州窯轟青磁碗Ⅱ類

の鹿部片である。胎土に黒色粒を含み、胎士は東色を呈する．化粧士あ施し－　惑胎部は暗赤色を呈し、

－82．－
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F転72　古代のその他の出土遺物架錮回tl／2）

見込みと高台一に胎上目を有する。耶0・871はSPl823出土である。870は－

須恵器の高台付坤で、灰色を呈する・871は瑚－堀6付編　多腰で、内面．ほ

銅の付書物がみられ、赤朗色、黒色、白色を呈する。鹿部に近い休部片で

器哩は1，66．軸2．別田を測る。胎土に白色砂粒を多く含み、外面の色調は淡橙

色を呈する骨　わず－かに赤く発色する鮪分離見られるが、大量に熱を受けた

痕跡はみられない。872はSP1357出土の土師器の甕である。873一一875は

SP1338出土で　田　は須恵器の高台伸輔、即4は嵩色土器A類で　内面に

線状の細か叶磨きが施される。875は土師藷の坤の鹿部片で、内底．部には

墨が付着し、器面が滑らかなことから偏として使用した可徽阻帆あ凱

那唱は包含層出土の片口の村域の口縁部片（何編2参こ陛）である。復元口径

1鼠4の、8壁は1．5～2の腑を絢摘h j胎士は白色砂粒を多く含み蹄掛であ説

外面は被艶のためか、やや荒れてのり凸田状を呈する。虹ぷい灰色である軌

口鯨部付近にから中位にかけて赤色－詮呈した部分があるる　口縁部から内面

2．0皿下まではが．吉美質の銅が付着する．内面の器面もあれている。

－88－



Ⅳ．束とめ

最後に今回の調査区の重要な榛田遺物と出土遺物の時期的な位置ゴけおよび若干の考察を行う。まず、

遺物としては、弥生時代中期の土器が1点（F旭2あ21g拙土しているが、この時卯の遺構は検出され

ていない。本調査区での遺構の初茸は奈良時代で、主たる遺構の時期は8世紀中頃から後半の奈良時

代と12世紀前半から14世紀にかけての平安時一代太から鎌倉時階であ説

奈良時代の遺構は竪穴住居跡・土坑．柱穴を調査区の北東側で榛出したが、南西側は後世の遺構に

より磁壊されたと考えられる。8世紀中頃から後半のSK1353は一辺約5のmを測る隅九万番の竪穴遺

構である告　底面で鍛冶炉を検出し、固辺からは鍛造剥片・粒状辞が出土した。SK135割こ先行する

SK13．52からも多量の土器，錬辞が出土し、SK1253より前段階から鍛冶は始まっていたと考えられる。

東側の第42次調査区では9一世番己代の鍛冶が確認雇九、西側の第126次調査区でも8世紀中頃から後半

の土坑から－鍛造剥片が出土する。鍛冶操業が8世紀中頃から9世紀にかけて棲り返し行なわれていた

接相が耐える番SK1353からはウマ．ウシの骨が数領分出土LTの軋　経緯工房に関連する祭祀行為

が行われたと考えられる。また、多竜の須慈恵、土師器とともに製塩土器．戟：誇・儀：製品が出上し、

廃棄士坑としても使用される．製塩土器はいわゆる焼塩壷とされているものである。今回の調査区か

ら出土した製塩土器は、内面に布目を残し、円筒形丸底庖呈する六建武製塩土器も少量出土するが、

太半を占めるのは断薗円錐形で　尖底を呈したものである。断面円旛姫を呈した製塩土器は、洞海南

沿岸や太宰府等の官衛関連遺跡でも出土しており、固形堤の運搬にも使用されたものである。内面の

調査には、へラナデ、持すデ、月恕粂痕、布目仕痕が残るもの（Fig．668・69－あ仁脚のるが、今回の調

査区1牝1－内面に刷毛田調整（F垣思8▼且拇指れており、本遺跡ではこれまでのところ確認書打で抽加鵜

また、他の地域からも出土例がないことから、この内面刷毛目調整で作られた製塩土器は皐遺跡で製

作され、他に運擬されることなく、この地で使用されたと考えられる。調査民周辺で塩を多量に使用

する何らかの施設があつたと考見られるが、今後の出土例を待ち、操封を加えていきた豆圭一　ま潔し　－同

時期で轟るSK1329と包含居からは、絢が付着した相場が出土している．分析の結果（付掲2番蠣軋

ヒ素が検出され、長門長登銅山産原料との共通性が指細される。銅の工房の蹄酷帥軋あ凱

本遺跡での奈良時代の遺構は、F旭．73に示すと番杭　博多濱の南北約の出札∴東西50mの龍あご広

がっている。本調査地点はその北側縁辺に位置し、北脚ま博多湾に画していた。中世に発展をとげ愚

息濱は当時砂洲状であり、生活に通した環境ではなかった．しかし、息濱の第119次調査地点で、鋭．

結構が田土し、毒域として利用していたことが指摘されている。本調査地点の南倣L　とのm離れた地点

で1　8世紀前半から中嶋の掴立撞建物とそれに並行する滴が検出され、鋳儒・皇朝十一銭・越州実

番青磁．長醇窯水注・イスラム陶器片等の一般集落では出土例の少ない遺物が出土することから官葡

関連の遺構があったのではないかと想定されている。この区画溝周辺と北側では、囁六住磨順巨井戸．

土坑が検出される。井戸は前半に1基、中頃から後半に2基、後半から未に昏基を検出する・竪穴住

居跡は前半に2基、中頃から後半に3基、後半から末に11基を数える。ただし遺物は、誇番・皇朝十

二膜．円画硯・鴻膿館式軒丸瓦等が出土し、官衝関連遺構に推定されているエー17と遜色ないものが

出上している■　このことから北刺は宮入の居住地及び確々の工房があったものと推定されていた。今

回の発掘調査では、この工房跡の存在を真相打たといえよう．

9世紀代の遺構は検田されず、再び生活が確認されるのは12世紀前半の平安時代束になってか66で

ある°SKID4別まガラス製品や乗鞍乱　発佐助を多く出土し、付近にガラス製作のT房があったこと

が伺．見る。なお、この土坑か射ま五撞儀が出土し．博多では15例日の出土となるⅡ　その後、13世紀

後半まで集落は継続するが、鎌倉時代後期の14世紀になると遺構．は減少傾向となる。これは、14世

紀に街区が形成され、都市として発展していく息濱の盛行と関連するものと思われる。

ビ凰42
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（付臨1）
博多遺跡群第158次調査田上の動物億存体について

福岡市教育壷屋垂埋蔵文化財第1課　　産山　洋

第158次調査地点は現住所で博多区店屋町に位置し、博多清の北西端部に位眉：する。今回の報告の

中心はSK13－53から出土した動物遺存体である。土の水洗遠別等は行つていない。潤蚕では出土した

骨の下の土を柱状にのこし、乾燥させTから骨ごとに取り上げた。この遺物の時卿ま8世紀で　この

時期の遺構としてほ博多療南側砂丘に東西南北の1超100mを測る区画が確認書れている。その中で

太型の掘薗柱建物などが調査されており、何らかの昏街があつたと考見られている・雷願の北西側に

は棍立柱建物、竪穴式住居、井戸などが点在し、石帯等が出土するた軌宮入の住居域と思われる。

本調査地点は億居．域の更に北側に位置し、砂丘の蕗も際にあたる。

SKⅰ35割ま砂丘の基盤面で機：出された方形の土塊で良擾4．5十0m、恕径475mを翻る。近，世の瓦組

井戸に切られている。最下面で鞋冶炉が出土した。これまで博多遺跡では古墳時代前期以降の製儲明

達の遺構と遺物が多く出上してきたが、これだけ太きな掘り込みを伴う遺構は数多卸㍑　埋上中にも

魚津を多く含んでおt1　この炉が廃棄きれた桂も周辺で鍛冶が行われたと考えられる。動物遺存体は

この土坑の中心部分の2．7Xl．3mの範囲で　底面から10～15m輝いた状態で出土した。乾燥のため骨

の遺存状態は惑い。調査後乾燥書せる課程でさ引こ細片化が進んだため、稲の同定は困難な状況であり、

出土状況の写真と喪謝回に同定結果を加えて報告するものである。

写真と案掛図からほとんどがウシ．ウマの太型敵の四肢骨と思われるが．その中で同定できたもの

（T血2）は以下の通りである。B78と2－52巨566．566はウマ上顎である。後書も臼歯と切歯の位置が定位

置を保つ。両方とも上下逆である甘B44とB8．下はウマ下顎で8－662．66あ6即まウシの頭蓋骨環頂瓢であ説

上下逆さまで出土した。B23も頭蓋骨であるがウシ、ウマの区別は出来ない。B23も上下逆であ66．

且計上、頂11、蹴4、246はウシ下顎である。88はウシとウマの下顎が重なった状態で出土しており、

これらから、少．なくともウシ．ウマの中で2番が同時に慶実されたことが判るⅡ　二束、SK1253上層でウマ

の左右下顎が田土してお札　ウシ・ウマの頭蓋と下嶺が2頭分ずつの33をウシとすると漸うことになる。

出土状況としては多個体とも：直結していると思われる部分はなく、埋葬ではなく廓臆された可能性が

高い。出土した骨はFj虹SgtP66抽哨わかる桜に、レベルが臨ぼ同じでほとんど時間を置かずに廃棄

されたものと考見られる。ウシ．ウマなどの未型獣が少なくとも4朝同時に死ぬことは日常的には希

であると患われ、また解体された可能性が高いことや、頭骨を逆さまにしてまとめて置いていること、

製鉄遺構は伴うことなどから製鉄関連の察祀による供食の可能性を考えたい。また、もし4頭を事故

等による同時死とすると『叢老骨』の中の乾性令の組定により虎を剥ぎ、画を取った後に廃棄したも

のか°／甘回は骨の遺存状態が栢端に恵いため

1．解体痕の有無が分からないため、実際に解体されたのか、死んで関節が月ラパラになった遺体

を集めて埋めたものか確定できない。

2．4頭分以上出土していな．いのか、また4頭分全ての骨が慶棄されたのか、枝肉や骨角器の材料と

して持ち田された分がないのか。

など、重要な点が不明のまま韓るのは韓念である。これらが判明すること虹より古代における太型家

畜のウシ・ウマの肉や骨角著書村．料．、または祭祀としての利用が明らかになるものと思われる。今倭の

調査で類例が出土することに期待したい。

ほかの遺構からの出土としては877肝垣．74〕は骨角製の積蹄である書SE128別－近世井戸軸、ら出土

したや　櫛は片端が欠損し歯が全て折れているが、現状で長雇10．凱mL　幅2cm、厚さ鼠5mを測る。歯は

－86－



幅愚息m、歯と歯の間の隙間は編引きによるものでn～．mn前後とかなり狭　横着櫛と患われる。櫛

の太ききから材料としてウシもしくはウマの四腰骨を使用している。文様．彩色等はみられ虐待㌔：遺

存状態は恵（、表面は剥落しかけている。

このほかSKl桐　か引まイ1シシ〔プタコの肩甲骨、SK10．81．SK1177では小型イルカ類の椎骨が出

土しておI1博多遺跡藤の他の調奪地点同様にイノシシやイルカ頚を利用していたことがの璃両1－　ま

たSKID46（12世紀抽蝿は小型魚類の骨が多く出土した。固定が済んでいないので種は不明であるが．

田上しているのはほとんどが頭部骨であり、椎骨が少な圧。解体時に頭首切り溝として廃棄した可能

性が考え66才lる。
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（付騙2）
博多遺跡群第158次調査出土柑塙類の分析

比佐　陽一郎（福間市埋蔵文化財センタ一）

幡多158次調査で出土した相場について、何に用いられたのかを推測することを目的として1樹質

調査を行った．分析装置はエネルギー分散型槻小領域用蛍光Ⅹ線分析装肯肛BAX；馳Ie一間抑止崩

を使用。4点の相場を対象として、散小領域用（分析暁闇が0．3皿即の特性を括かし、特徴的な箇所

を幾つか選定して分析を行ったが、いずれの部分でもほぼ同じ様な結果が得られている。まず．、アル

ミ二二ウム〔且1）、珪素（5泊、カリウム（K）、カルシウムcc由などは柑欄脇士に起図すると克ちオ1壷。鏡

（Fe）は土壌にも豊富に含まれ66元素であ争1柑増胞土に関係するものか、相場庖用いた作業で加上さ

れた金属に起因するものか1今回の分析では判断が付きかねる。

次に金属加工に関係すると見られる元轟について、細別に見ていきたい昏

SP．1223田土資料では、赤財色の部軌　黒色部軌　白色部分をそれぞれ狙った分析を持ったが、愚

も強い－ピークとして錆（C鵬が検出古軌、その他、ヒ素（丸50また咄削戸切と見られる極徴弱など一夕が

認められる結果は、全てに共通している匿1㌔つ膚潤、見た目の色調の違いは特に分析結果には反映

さ才lT甘蝿組㌔

SK－132く9下層出土の実科では、外面に付着した緑藷の塊部分と、赤色の付着物部分を分析したが、

やはり金属加Ⅰ作業に関連すると見られる元轟としては、絢が顔著であり、僅かにと番または劫と見

ら才1番ピⅱタが遥廟噌け18°

SK－182昏上層出土資料の内面緑青部分、1両包含層東側出土実科の赤色部分と白色部分も、上記と

同楠の結果であ説

以Lの結盟から、これらの資料ま嶺の加Tに開ね6作業に用いられたものと推測される。その具体

的用途であるが、肢に鋳造に用いられるものであれば、並肯、銅一組、または調－媒－勅の合金であ

る青銅が用いられる。しかし、分析の結果、いずれの資料、いずれの部分からも蕗や勘は検出されて

いない臨20。純鎖を醇解して、鍛造等の作業に供するための用具とも考えられなくはないが、今回の

分析は柑職の上平部に対して持ったもので、比重の重た抽多材が底の方に潜まっているという可能性

を想定する必要があるのかもしれない。その腐．釈は甑駒の増加など卑襖の研究の進展を持つ代書での

ろう。な乱　ヒ多の酪Ⅲでああ軋古代の嶺製品にはヒ素を少量含むものが多1　長登産原料との共

通性が指摘まれており〔成瀬2001）、資料の時代的な要素とも廓願を来すものではない。

註

l）ヒ素と蘭の主査蛍光Ⅹ線であ酎軸楠はⅠ．0掛は、ほぼ同じエネルギー値で晶杭それぞれの元素を判別するには、

2番日に強いと素のKβ線、鯖のLあ粗の存在を見通しかない。しかし、本資料の場合、これら元素からの蛍光Ⅹ線が欄

弱であり－　Kβ－　Lβ線はほとんど見ることができず．判別は非常に困撥である．ただ、一部の分析箇所では．僅かにと

番のK四線旛分に月番踵が見られるものもあり、こrLらの撒喜多ピークはと番である可能性が弓如1と考えちナL墨．

20　鋤の可能性があるピークは敵弱に検出されているが、このピほタはと番の可能性が物（1億に胞であったとしても1

青銅に関与する程のものとは育見ない量である番
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